
 - 1 - 

議   事   日   程 

令和４年第１回浜中町議会定例会  

令和４年３月１５日 午前１０時開議  

日   程 議 案 番 号 議      件 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議案第１７号 令和４年度浜中町一般会計予算 

日程第 ３ 議案第１８号 令和４年度浜中町国民健康保険特別会計予算 

日程第 ４ 議案第１９号 令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 ５ 議案第２０号 令和４年度浜中町介護保険特別会計予算 

日程第 ６ 議案第２１号 令和４年度浜中診療所特別会計予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 2 - 

（再開 午前１０時００分） 

 

○議長（波岡玄智君） 前日に引き続き会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１ 会議録署名議員は前日同様であります。 

 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２ 議案第１７号の質疑を続けます。 

第９款教育費の質疑を行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 小学校管理に要する経費、ページでいきますと２２３ページの

公務用パソコン借上料ということで計上がされています。これは執行方針の中にもあり

ますが、教員１人１台のパソコンを導入して業務の効率化を進め教育の質の向上に努め

ていくと。こういうことからの予算と認識しております。このことでどの程度、業務効

率を図られるとお考えになっているのか。また、一方で児童生徒にはパソコン１人１台

ということで整備を図っています。これはＩＣＴ教育の充実ということで推進をしてい

るということに他ならないと思います。一方で、文部科学省はこの新年度４月から小学

校５、６年生を対象にして教科担任制を本格的に導入するという話もあります。これに

よって、授業の質を上げる、そして教員の働き改革を目指すとされております。いわゆ

る教科担任制を入れる教科としては、当面４教科が設定されていると聞いております。

本町はいったいこの取り組みをどのように考えておられるのか。対応できるのか、でき

◎開会宣告 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◎日程第２ 議案第１７号 令和４年度浜中町一般会計予算 
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ないのか。道内でもこれに対応できるところ、できないところが多分あると思いますが、

本町においてはこの辺はどうなっているのか。また、文科省の方針にどう対応しようと

いう、そういう考え方もあれば併せてお答えをいただきたいと思います。 

もう１点です。２５５ページ、文化センター管理運営に要する経費の施設改修工事実

施設計委託料３３００万円であります。これは文化センターが開館してから３５年ぐら

いは経過していると思います。そういった中で様々な不具合が生じていることは承知を

しております。今回のこういう設計を依頼するにあたって、大体どういうところをどう

しようという内容がない。当然設計入れませんので、どういったことが想定されている

のか。その辺をまずお聞かせをいただきたいと思います。以上、２点よろしくお願いし

ます。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） まず、私の方から２２３ページの公務用パソコンについて

お話しさせていただきます。これにつきましては、議員言われるとおり、教職員の業務

の効率化という部分も兼ね備えてございますが、基本的には各町村も既に公務用パソコ

ンを導入してございます。現在は個人の教員のパソコンを使用して業務にあたってもら

っているという状況がございますので、情報の漏えい等の条件がありますので、きちん

と行政として公務用パソコンを整えて先生方に業務をしていただきたいという趣旨か

ら、この度整備させていただくこととなりました。教員の中には、浜中に人事異動にな

る度にパソコンを買っていかなければならないのかという、色々な情報も飛び交ってい

るのが現状のようです。そういった部分からもきちんと行政でパソコンを整備して、し

っかり業務にあたっていただきたいと考えて、今度整備させていただく状況でございま

す。業務的にはやはりパソコンを整えることによりまして、先生方がしっかりした子供

たちの成績管理とか、そういったものを先生方で共有できる中で運用していくというこ

とが可能になりますので、少しずつですが整備しながら先生方には業務にあたっていた

だきたいと考えてございますので、ご理解お願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（伊藤善一君） まず、１人１台の子供たちのパソコンの導入についてです。

授業の中で非常に使われているような状況になってきています。今後ですけれども、ま

だ光回線が整備されていなかった状況で今年はいましたので、今後は光回線を使って全

児童が一斉にインターネットに繋いでいったりだとか、一人一人の意見が先生のパソコ
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ンの中で意見を見られるようになったりだとか、それをお互いに見られるようになった

りとかという状況が進んでいくことが今後期待されている状況です。 

続いて、教科担任制の話になりますけれども、これまで本町では、外国語に加配をい

ただいて小学校については各校外国語加配の先生が回って授業をしてきています。令和

４年度につきましても、外国語加配をいただいていますので外国語加配の対応というこ

とになっています。その他の体育科、理科、算数については今回対応ができていない状

況です。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） ２５５ページ、文化センターの実施設計についての改

修内容をお知らせしたいと思います。まず、屋外外側では屋上防水工事に関しましては、

平成２６年に大ホールの天井をウレタン塗装しているのですけれども、もう８年経過し

ているということで、そちらの方も含めて調査していただくことといたします。あとは

外壁改修、壁のタイルです。現在のタイルはもう多分製造されてなく、部分補修となる

と色が悪いというか、見た目が悪いということなので、そちらの方は全面改修に向けて

いくのか、それか部分改修がいいのかを実施設計で調査したいと思っております。あと

は窓枠のサッシであったり、排煙設備などが外側の工事となります。中側では、舞台装

置、エレベーターの更新、受電設備、部屋の照明器具のＬＥＤ化、ステージの調光設備、

給排水設備、空調設備、暖房設備、そして最後に郷土資料室のリニューアルということ

で考えております。基本的には、内装に関しては全て改装ということは、多額なお金が

掛かるので私たちも考えておりません。例えば、壁が剥がれているところであったり、

タイルが割れているところであったり、あとは使わないものは撤去して、利用しないと

いう形でいくらかでも経費を抑えて、現状に合わせてのステージ周りと考えております

ので、ご理解願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） １点目のパソコンの関係であります。教員自身のパソコンでは

なくて、ちゃんとこちらが用意するというお話しのようでした。これまではパソコンが

ないので自身のパソコンを持ち込んで色々と整理をされていると。それが時間内に終わ

らない場合は、家に持ち帰って、その作業を継続するという状況が多々あったように思

います。パソコンを今度整備することによって、例えば、このパソコンは持ち出し禁止

ですよとか、そういうようなことでもしないと、いつなんどき不測の状況が生まれかね
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ないということもありますし、かといって業務内で全て完結できるかという話になって

くると、これは現状ではなかなか難しいのではないかと思います。数年前から教員の働

き方がどうのこうのという話は色々と話題になりますよね。結果的に放課後の教員の色

んな部分に制約がかけられ、中学校あたりでは部活の指導までという色々な制約、規制

をかけざるを得ない。働き方がどうのこうのと言われ、もうそうせざるを得ない状況が

ずっと恒常的に続いているという中です。本来でありますと普通の職場ですと就業時間

が決められて、それを過ぎてなおかつ仕事をしなければいけない時というのは、恐らく

残業という形でもって色んな手当が本来されているものであります。それがなければい

けないとなっています。ところが教員という学校現場の職場は全く違っていまして、何

故か本俸は、当然皆さんと同じようにあるのですが、それ以外の部分についてはわずか

４％の加算、こちら側で言いますと管理職手当に相当するようなお手当をいただいたき

りで、何時間仕事しようが、それ以上は満たされないという現場がこれまでずっと続い

てきました。こう決めたのは、はるか昔、昭和の話でありまして、それから時代が大き

く移り変わっても、そして学校の先生が現場で色んな対応が求められる中で、業務量が

増え続けている中にあっても、このことには一切手が付けられない。放置されたままで、

現場にそのことが求められているだけという、ある意味で言うととんでもない職場環境

だろうと思います。このことから最近言われているのは、教員を志願する人が減ってき

ている。減ってきているということは、ブラック的な職場だということが、もう世間に

知れ渡っちゃっているものですから、誰も希望したくないというような環境が一方で定

着しつつある。生まれているのではなくて、もう定着している感じがします。こういう

中で、先ほど教科担任制の質問させていただきましたけれども、これを導入するにあた

って文科省は、例えば、小学校５年生に理科を教える、何を教えるにしても、中学校、

高校の免許がないとやっちゃいけないという縛りをここで付けています。そういう資格

を持った先生方を採用するのか、近くから頼むのか、いずれにしても、その手当てがつ

かない限り、これは導入できないという話になっているわけです。だから、本町におい

ては先ほどお答えがあったように、これまでやった外国語のみという対応しか現在はで

きないのだろうと考えています。だから、本当の意味でいうと文科省が言う教科担任制

からいうと、子供の学力向上と先生方の働き方をもっと軽減しようという目的を持って

やっているのでしょうけれども、現場はそれに対応すらできていない。まして産休とか

が生じた場合、そこに対応できる教員すらも目処が立たない。どうするかというと、そ
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こにいる管理職が取り敢えず穴埋めするしかないという厳しい環境にあるのだろうと

思います。だから学校現場をこれからどう変えていこうとするのか、考えていかなけれ

ばいけないことは、やはり大変重要な話でありますので、教育委員会としてもこの現状、

要するに教員不足に対して今後どう取り組まれていこうとするのか。その辺が大変重要

になってくると思いますので、お答えをいただきたいと思います。 

２点目の文化センターですが、課長の方からお話は聞きました。この文化センターは

先ほど言いましたように３５年過ぎていますので、そろそろ何とかしなければいけない

時期であることは当然です。もう、相当前から設備含めて更新を図りたいという思いは

あったのだろうと思います。それがなかなか実現できなくて今日に至っているというこ

とで、特に屋上外壁と外側と中の設備含めて、これ恐らく相当多額なものになろうかと

思います。その中で先ほど説明があった全部手をかけるわけではないという話、現実に

は教育委員会が入っていた半分はギャラリーにしていますし、２階にあった小ホールを

ルパンのギャラリーにしていますから、中の改修と言ってもそれほど大きな部分はない

のだろうと思います。ただ、最後に言われていた郷土資料館を今後どうするのかという

部分については、もう少し広げようとするのか、それともう一方で大切であろうと思わ

れる郷土資料を旧茶内第三小学校屋体に保管していますが、これを活用するという話に

なるのか、まず郷土資料館は全て常時展示できればいいのですけれども、スペースによ

っては入れ替えをしながら展示をするという考え方も当然しなければいけないと思う

のですよ。あのスペースですから今でも恐らく全部を展示しているという話になってな

いですよね。そういう郷土資料の展示というものの考え方は整理も含めて、どう考えて

おられるのか。その辺を再度お聞きしておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 教育長。 

○教育長（佐藤健二君） 質問にありました、実際に今学校現場の教職員がどのような

受けとめ方をしているのか。そして、更にその現状を踏まえて、浜中町の教育について

今後どのような見通しを持っているのかということのご質問にお答えいたします。９番

議員さんがお話しされていましたけれども、教員の現状につきましては３点にわたっ

て、今の本町の実際に教員不足、例えば、お話にありましたけれども、産休育休に入っ

た場合なかなか見つからなくて、管理職がどうしても不足の部分を補わなければいけな

いという場面は、毎年のように短期間ではありますけれども、そういう状況はあります。

そして、教科担任制に向けてのお話につきましても、現状先ほど室長がお答えしました
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とおり、本町においては外国語の対応しかできない状況にあります。これは浜中町に限

ったことではなくて小規模校を抱える学校につきましては、１学年１人の教員しかおり

ません。あるいは複式で１名という大変学校の教職員数が定数として少ない中で、実際

に高学年の何教科にもわたる教科担任制を実施することは、正直言ってかなり不可能な

ことになります。そういう意味では、今後本町の教育のあり方につきましては、当然、

教員が不足しているわけですから、これをやろうとしたときに、道教委や文科省に対し

て加配制度の要求等をする一方で、やはりこの新しいこれからの教育体制に上手く結び

付いて対応していかなければいけませんので、新たに学校としてのあり方をやはり何ら

かの形でもって模索していかなければいけないと思います。例えば、具体的に言います

と、これは仮の話ですけれども、義務教育学校にするのであれば、小学校・中学校教員

の中に専門の教科が確実にいるということでもって、中学校の先生方が小学校の高学年

を教えるというようなこともできますし、小学校の高学年の先生が中学校に行って教科

を教えるというようなことができるかと思います。また、他の体制でもって進めるとい

うこともありますので、今後そこの部分をしっかりと見据えて進めていかなければ、こ

れから求められる教員の働き方改革、あるいは新しい学力に向けての対応を進めていく

ことができないと思いますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） 文化センターの改修に係っての再質問にお答えします。

先ほどもお話ししましたけれども、屋外についてはほぼ全面改修になるのでないかなと

思っております。議員は詳しいと思いますけれども、室内の例えばステージの照明、あ

とは舞台設備の緞とか吊りものに関しては、現状を見ると多分建てた当時は本当に釧路

でもトップクラスのもので出来ていたと思います。現状考えるとそこまでの設備はいら

ないのかなと思っていますので、その辺を縮小して現状に合わした規模で額をどうにか

抑えていきたいと考えております。郷土資料館の改修につきましては、郷土資料の役割

としましては、本町の歴史や産業、地形や自然等を中心に児童、生徒、観光客の皆さん

に学びやすい展示内容に整備したいと考えております。現在、こちらで考えているもの

としましては、ゾーンを分けるといいますか。例えば、歴史、あとは漁業・農業とか商

業という形で色分けして展示を考えております。改修の細かい中身になりますと、解説

のパネルが昭和で終わっております。照明器具もＬＥＤ化にしたいと考えております。

新規事業としましては、学習するスペースを設置したいと考えています。そして、議員
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先ほども言われましたとおり、企画展示するスペースも作りたいなと思っています。そ

れと、震災津波に関する情報が不足しているかなと思いますので、そのスペースも作り

たいと考えております。ただ、面積といいますか場所に関しては、あのままで増やすこ

となく工夫して作っていきたいと思います。今、一部、軌道を設置していると思います

けれども、軌道の方はまた別の予算であるのですけれども、そちらの方は今後移動させ

たいと考えておりますので、そのスペースを企画展示スペースとして活用していきたい

なと思っております。それで私も昨年の北海道博物館の方に視察というか、見せていた

だきました。北海道博物館の方々も別の文化財の予算で今年派遣していただく旅費を付

けていただきました。その方にも第三の資料を見ていただき、そしてまた文化センター

の今ある現状を見ていただいてアドバイスをいただきたいと考えております。以前にも

話したとおり第三にある資料は、博物館の方に見ていただいて、多分多くはもう要らな

いよという判断になろうかと思いますので、そちらの方はコンパクトにしていきたいと

思っています。今ある資料、そしてまた第三の資料を含めて、展示に使っていきたいと

思います。将来的には第三の今空いている教室のスペースにいくらか保管して、それを

今後企画展示に使ったり、あとは壊れたものとの入れ替えに使ったりということで保管

してまいりたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） まず１点目、教育長からお答えをいただきました。基本的に教

員が全体的に不足しているというそこが根本にあるのだろうと思います。今はもう開始

されているのですが、一時教員の資質低下が問題になって、免許更新制度みたいなもの

がにわかに起こりまして、１０年に１回チェックをして、そこでだめなら免許剥奪とい

うような、そんな制度がちょっと一時期走りました。やはりそんなことがあると、先生

方自体もそれに対応しなければいけないという余計なプレッシャーがかかって、そんな

ことならもう辞めようとか、更新ができる見込みが自分にはないからという色んなこと

から教員というものに対して、なりたいと思う人がそういうものを含めてなくなってき

たのではないか、意識が低下してきたのではないかと。一方で、今は教員不足だ、なり

手がいないという話。このＩＣＴなり、ＧＩＧＡスクール構想が教員の能力を補うもの

として、今、働きを助けるという言い方は一方でされるのですが、教員の資質能力を補

う形でもって、こういうものを推進しようという考え方も一方ではあるのではないかな

という気はします。要するにこれを上手く活用するとあなたが教える能力・資質がなく
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ても、材料に沿っていけばできますよという、そんな形のものさえ出てきかねないです

よね。考えようによっては。だから人が足りない。一方で、片目をつぶって補完するも

のとしてパソコンなり何なりというものを活用して何とかプラスマイナスゼロにしよ

う。できればプラスにしようという考え方も透けて見えるように私は思います。何とし

ても教員の不足というものに対応するために、教員の数をむやみやたら増やすと、先ほ

ど言いましたようにいわゆるその質の低下という懸念が一方で出てくる可能性があり

ますので、教員の資質の維持と向上のために、一体これから教育委員会としては、こう

いう道具を使いながら、結果的に教育力も上げていくという形にはなると思いますか

ら、教員のレベルも上げていかなければいけないですよね、一緒に。そういう部分につ

いて、人が足りない中で工夫というものは必要ですから、委員会としては、教員プラス

色んなものを使った向上効果をより高めるために、どういったことをこれから考えてい

きたいとお考えなのか。その辺を最後お聞かせいただきたいと思います。 

２点目の文化センターの特に郷土資料、先ほど課長言いましたが、旧第三小学校にあ

るものほとんどが朽ちているものが多いと。俗に言う廃棄せざるを得ないようなものが

あると。要するに廃棄せざるを得ない状況になったのは、保管をするにしても適切に保

管をしていない。放置をすると当然、鉄は錆びますよね。郷土資料としての価値が、寄

贈されたものがほとんどなのでしょうけれども、寄贈された時期はそれなりの状態であ

ったものが、何十年も経ちますと、当然、変化をきたすわけですから、郷土資料として

の価値をこれから判断してもらうという話でありますが、資料としての価値をしっかり

保つ努力がされないまま何十年過ぎて廃棄になってしまうという、こういうあり方はい

かがなものかなと思います。先ほど課長が簡易軌道に関しては別な項目でという話があ

りましたけれども、やはり郷土資料というものに価値を見出そうとするならば、しっか

り保管があっての価値です。形状が分からなくなってしまってから、これは価値あるも

のだという話ではちょっとお粗末な話なので、今さら第三の寄贈されたものについて、

その価値を上げるという話、修復するという話には多分ならないと思いますけれども、

今後こういった歴史的なものに関しては、日ごろからその価値を落としめない努力をし

ていただきたいなと思います。今後しっかりと取り組まれるというお考えがあれば、最

後にお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（伊藤善一君） 教員の資質向上に関してのご質問にお答えします。教員の
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資質向上については、初任者研修とか、中堅教諭研修とか、釧路教育局の方からおりて

きている研修もございますが、この初任者研修の中では、学校計画研修というものがあ

りまして、学校の中の先生方で研修を立てて１年目から５年目までで時間数が決められ

ているのですけれども、ある程度自由度がございます。その枠をちょっとお借りしまし

て、浜中町オリジナルで初任者段階教諭研修を令和４年度から行っていくというような

ところで今計画してございます。コンピューターの話もございましたが、人が人を教え

るということがやはりベースにあると思いますので、教員も人づくりをしていくうえで

先生同士が繋がっていくことを大事にこれから取り組んでいくような状況です。具体的

に申し上げますと、浜中町の特徴的な産業だとか、そういったことを利用して学習して

いる子供たちの学んでいる状況を見に行くだとか、先生方も実際に体験するだとかとい

うようなプログラムも組んでいくことを考えています。それだけでは、資質向上になっ

ていきませんので、各学校では毎年必ず研究会みたいな、授業研究みたいなことを行っ

ておりますので、そういったことにも計画的に初任者が入っていく、勉強していくよう

な場を教育委員会としては用意をしていくことを考えています。もう一方のパソコンの

使い方の部分なのですけれども、こういうふうに工夫していくというところが、やはり

１番難しいところで工夫が任されている部分が先生方にあったりします。そこは任せる

部分あるのですけれども、こちら側でできることとしては、デジタル教科書の話であっ

たり、例えば、技術科の先生が本町不在なのです。その不在の中でも、中学校の技術科

では情報という学習が新しく新設されてきています。情報はプログラムの学習になって

くるので、ある程度知識を持っている先生でなければ、なかなか難しいというような状

況が、また働き方に影響してくるということになりますので、その部分については、予

算にも実は入っているのですけれども、ライセンスというところが入っているのですけ

れども、技術科のネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツプログラムによる

問題解決ができるような教材を入れるということで、その部分は解決していくというふ

うに考えております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 教育長。 

○教育長（佐藤健二君） 今の指導室長の補足に当たりますけれども、９番議員が質問

されておりました、教員の働き方改革に係ってパソコンを活用しながら、そこの資質能

力の部分を補っていくというようなことでありますけれども、確かにそういう一面はあ

るかと思います。ただ、実際に学校現場で児童生徒を教える立場になりますと、やはり
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子どもたちにいかに学ばせるかというところでいいますと、子供たちが調べたいこと、

あるいは学びたいことをパソコンを通じてさせるために、どんなふうにしてやはり教師

が子供たちと向き合っていくか係わっていくかというところが非常に教員の資質能力

としては、そこが１番発揮されるところであります。よく馬を水辺に連れていくことが

できても、水を飲ませることは本人次第だと、馬次第だということわざがありますけれ

ども、まさに学校現場もパソコンに向かわせることができますけれども、そこから自分

なりに何を調べるか、そして継続して調べ続けるかというところは、教師の力量に係っ

ているところがあります。ですから浜中町教育委員会といたしましても、そこの部分を

とにかく大事にやはり生徒と児童とどんなふうに向き合っていくのか、意欲をどう育て

ていくのか、そこを大事にしたいと考えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） 郷土資料室に関して再質問にお答えいたします。先ほ

ども申しましたとおり、今年、北海道博物館の学芸員にアドバイスをいただくというこ

とで整理したいと思いますし、今年、度専門員として教育委員会に職員をいただきまし

た。その職員が今度リニューアルに向けて、展示会等でしっかり保管した資料を使って

いくという構想を持っていますので、そちらの方はしっかり保管していきたいと思いま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ３番秋森議員。 

○３番（秋森新二君） ２２７ページの修学旅行補助２２１万８０００円。これは小学

生です。中学生、高校生もあります。昨年の教育方針修学旅行費の保護者負担軽減につ

いて述べられておりました。今年それが実行されたことになります。この小学生１人１

万１３４０円の４５名分で５１万１０００円。中学生が３万４５０円の４３名分で１３

１万円。高校生が４万８９３０円の１９名分９３万円。対象者１０７名で事業費は約２

７５万１０００円ということになっております。このことは保護者にとって大変な朗報

でありますし、ホットな明るい話題であると思っております。昨年はコロナで中止も余

儀なくされていました。学校生活の中で修学旅行の思い出は、人生の中で最も心に残る

一つだと思っております。今年は実現できるというふうに期待をしております。新しい

事業でありますが、当然、継続されるものだと思っています。道内で修学旅行の補助に

対して浜中町ほどのこういう手厚いことをやっている自治体があるのかなと思って、昨

日調べてみました。ありました。豊頃町が小中学校等修学旅行費交付金というのがあり
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まして、小学校６年生が１万円、中学３年生が２万円となっておりました。それからも

う１自治体としては上川町で、補助金の額は修学旅行実施に必要な経費のうち保護者負

担費用の２分の１という内容になっておりました。これは他の自治体のことであります

から、浜中町は浜中町なりに今後とも実施していただきたいと思っております。 

先ほどありました、教育執行方針の中の学校配置の適正化について伺いたいと思いま

す。これは、第６期町づくり総合計画の基本方針にも示されておりますが、令和３年の

執行方針では、保護者・地域の実態をもとに、今後の望ましい町づくり・人づくりに連

動するような協議組織づくりを目指し、準備を進めると述べております。今年度は、保

護者・地域の実態をもとに、本町の今後の町づくりに即した新しい学校の在り方につい

ての話し合いの場を設け、町民へ取組みの情報発信をするなど学校配置計画作成に向け

た準備を進めるとなっております。この学校の適正配置を検討する背景には、進む少子

化と地域間の人口分布は大きく偏る中で、学校の小規模化が更に進んでいくことが見込

まれております。そういう中で児童生徒の教育水準の維持向上を図り、子供たちの生き

る力を育むことができる学校教育を保障すると言われております。学校は児童生徒の教

育効果を高め、安全で快適な環境を確保する一方、地域住民にとっては身近な施設、地

域コミュニティの核となる場であり、また、地震などの避難場所としての役割もありま

す。そのような観点から、学校の適正配置は、当然、自治体が主体ということでありま

すが、文部省の学校配置における方針・総合基準等が示されているのかどうか伺ってお

きたいと思います。 

それから、少子化がどんどん進んでおりますから、小規模校が当然増えておりますが、

適正な学校規模は、最低限度の規模でいうとどのくらいの生徒数、学級数を指している

のか。その辺をお聞きしておきたいと思います。ちなみに浜中町の生徒数、令和元年は

小学生が２５５名、中学生が１５７名の計４１２名。令和２年は小学生２４５名、中学

生が１３０名、計３７５名で３７名ほど減っております。それから３点目でありますが、

令和４年配置計画作成に向けた準備をされるという執行方針でありますが、作成計画は

何年ほどの目処ですか。そういうものをスケジュール的に考えているのか。その辺を教

えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） まず、修学旅行援助費ということで、議員言われるとおり、

小学校では６年生、中学校では３年生で一生に一回しか修学旅行はありませんので、保
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護者の負担軽減を今後もやっていきたいと考えてございます。 

それと、学校の適正配置計画に係って、文科省の指針があるのかということですが、

平成２７年１月２７日に文部科学省より公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に

関する手引ということで、少子化に対応した活力ある学校づくりに向けてということで

手引が出てきてございます。これが今後取り組む部分での基本的な手引きといいます

か、形になろうかと思います。また、児童生徒の適正化の学校の人数については、浜中

町の教育委員会として、平成１７年１２月１６日に教育委員会の決定で、浜中町町立

小・中学校の適正配置に係る基本方針を出してございます。これにつきましては、小学

校でいきますと１６人に達しない学校は、将来統合の対象とならない近隣の学校に統合

を検討する。中学校につきましては複式学級を組まなければならない学校については、

近隣の学校と統合について協議するということになってございます。ただし、議員言わ

れたとおり基本的に学校というのは、やはり地域と共に歩んできておりますし、避難場

所とか色々と地域との繋がりが深い施設でありますので、やはりこれは地域の住民、ま

た保護者と十分に協議をして、地域の意向を十分に尊重して考えていかなければならな

い。この方針があるからといって強制的に取り進めてはいけないと考えてございます。

小学校１６人、また複式を組まなければならないというのは、やはり先ほどの質問にも

ありましたとおり、教職員の配置の部分で、小学校でいきますと１６人未満になります

と、養護教員がつかないとか、事務職員がつかないとかという形で学校運営自体が非常

に窮屈になってくるというようなこともございますので、それで１６人という方針を出

してございます。それと、学校の適正配置の作成の目処ですが、一応、令和４年度に学

校運営協議会ということで、町内４地区に小・中学校を中心とした地域の方々、また教

育関係者、色んな方々で組織する学校運営協議会がございます。その中で情報共有をし

ながら、それぞれ地区における問題の抽出、また意見交換をさせていただきながら、ま

ずは取り進めたい。その中で教育委員会としては、教育的な観点から学校の規模、また

統廃合、それと教育のあり方、先ほど言いました、例えば、義務教育学校とか小中一貫

校とか、それらの教育のシステムなどのメリット・デメリットを分析しながら提示して

いくということを考えてございます。また、施設の部分もあります。教育の内容のほか

に、学校施設が老朽化しているとか色々と分析をしていきたいと思います。令和５年度

に学校ごとに懇談会等を開催して、学校の適正規模・適正配置検討委員会を設置しまし

て、色々と協議をしていきたいと思います。最終的には令和６年度に浜中町の学校の適
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正規模・適正配置計画を決定していきたいと考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 秋森議員。 

○３番（秋森新二君） ありがとうございました。大変難しいテーマでもあると思って

おります。質問の２番目の適正学校規模、最低限度の規模ということで、小学校で１６

人に達しない場合はということで、中学校は複式を組むような状態になった場合はとい

うようなことを教育委員会で基本方針として出されているようでありますが、生徒数は

そういうことでありますが、学級数の場合はどの程度の最低限を考えているか。再度聞

かせていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 最低限の学級数ということですが、小学校におきましては、

２学級になりますと教頭先生も置くことができなくなりますので、大体の目処としては

２学級かなと考えてございます。 

○議長（波岡玄智君） 秋森議員。 

○３番（秋森新二君） ありがとうございます。学校が地域の核として、存在感を発揮

して教育効果を高めることが最も望ましいことだと思っております。これからを生きる

子どもたちの教育環境の重要性を考えつつも、少子化によって地域から学校の火が消え

る不安は絶えずあります。行政方針で示しておりましたが、保護者と地域の実態の中で

十分な協議が重ねられていくものだと思っております。学校の火を消さないためにも、

競争の力という町がテーマとしてあげておりますが、そういう力で子供たちの声が絶え

ないような、そういう町づくりをしていかなければならないなと思っております。今後

とも一つ適正化をよろしくお願いしたいと思います。そういうことで、何か答弁があれ

ばよろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 教育長。 

○教育長（佐藤健二君） 今、３番議員がお話しいただいたとおり、教育委員会といた

しましても、町民の声を大切にしながら、特に今、本町で学校教育を抱える上で大事な

点、３点ほどあるのですけれども、やはり地域のコミュニティを十分考えながら、今後

の学校の適正化を進めていく。それと防災の視点です。当然ながら、各地域で必要な防

災の上で校舎のあり方。そして、３番目は、今、全ての学校で抱えています、校舎の老

朽化の問題です。この老朽化の部分をどんなふうに進めていくのか。改築するのか、あ

るいは新しい校舎にするのか、そこら辺も含めながら、この３つの視点を大切にしなが
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ら、適正配置化に向けて進めていきたいと思いますので、ご理解願います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） １番川村議員。 

○１番（川村義春君） 初めに、私は予算審議ですから予算の概要についてできるだけ

確認をしながら、行政がやろうとしている部分について共有をしたいと、私自身そう思

っています。そういう趣旨で質問していきますので、回答よろしくお願いしたいと思い

ます。２２１ページ、学校用バスに要する経費のスクールバス購入２２６４万２０００

円の予算計上で、事業費調では４５人乗りバス１台ということですけれども、これは委

託との関連も結構あると思いますが、海岸線を走るバスなのか、内陸を走るバスなのか、

その辺を含めてお知らせをいただきたい。購入財源と納期については、いつ頃になるか

も含めてお知らせいただきたいと。 

それから２２３ページ、小学校管理に要する経費ですけれども、校舎の補修工事であ

りますけれども、４１６７万５０００円の予算でございます。内容的には散布小中学校

のトイレの改修工事が大きいですね。それと茶内小学校の屋外給油設備の改修工事６６

０万円ということになっております。 

それで、２３１ページの中学校トイレの改修工事が４２６５万６０００円ですから、

合わせると７７５０万円と大きな予算が小・中学校の改修工事に費やされるということ

です。この内容について、ちょっと詳しくお知らせをいただきたいと思います。それと

１回で答弁を済ませるように質問しますが、工期についてお知らせをしていただきたい

と思います。それと茶内小学校の屋外給油設備改修ですけれども、修理の内容について

もお知らせをいただきたい。油漏れ等があるとすれば、消防法の方からの指摘もありま

すから、それの対応がされているのかどうか。そうでなければと願っておりますけれど

も、改修に至った経緯等についてもご説明いただきたいと思います。 

それから２２７ページ、教育振興に要する経費ですけれども、３番議員が質問されて

いましたけれども、修学旅行補助です。これについては、小学校・中学校・高校と合わ

せて２７５万１０００円の補助をすることになりました。教育執行方針の７ページの中

にありますが、負担が過重となっている保護者負担の軽減を図るという内容のものでし

たけれども、負担が過重となっている児童世帯にちょっと注目したのですけれども、俗

に言う所得制限とかを補助する場合については、そういうものがあります。そういった

制限とか基準を設定しないで、全額補助するということであれば子育て支援としては、

本当に町内の保護者の方々はとてもいい制度だなということになると思いますが、これ
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は制度化するのですか。規則とかそういったものに制定するのかどうか。財源について

は、ふるさと納税の基金を取り崩して全額充当としているようですけれども、ふるさと

納税の基金が無くなった場合は当然一般財源を充当するということになるのですが、将

来もこういったものは続けていくのであれば、やはり基準なり要綱なりそういったもの

をきちっと整備しておく必要があるのではないかなと思いますので、その辺をお聞かせ

いただきたいと思います。 

それと２５３ページ、文化財等に要する経費であります。これについては私も２５５

ページの文化センターの施設改修工事の内容を聞こうと思っていたのですよ。郷土資料

室のリニューアルの関係については先ほどお聞きしましたので、了解しましたのでいい

のですが、文化センターの中にあった軌道の部分を外して、別な形でちゃんと教育的な

要素を含めた施設内容にしたいということですから、それはそれでいいのですが、２５

３ページで聞きたいのは修繕料３８６万３０００円が計上されています。内訳的には、

簡易軌道車両補修ということで２６５万３０００円が付けられています。この補修の内

容、今この補修をしなければならない理由。錆びてしまうだとかあるかもしれません。

文化財だからといってそこまでやる必要あるのか、もっと簡易的に２６０万円掛けなく

ても簡易的にもう少し安い費用で、例えば、ペンキを塗るとかで済むのだったら、地域

の人に協力してもらってペンキ代やるから、自分達でやってくれないかいという、地域

コミュニティの力を借りるとか、昨日、お話しました柳の木だってある意味で地域コミ

ュニティの関係でやれば何とかできる可能性だってあるのですよ。それは置いといて、

修繕料の内容について、どういうことで修理するのか。その前に赤玉の井戸の補修とい

うのが３８６万３０００円の中に１２１万円ありますけれども、こここそ本当に由緒あ

ると言いますか、昔から水取場地区、本当に潰れてしまうかどうかという井戸を補修し

て大事な文化財だと思うのですよ。浜中町発祥の地が榊町だとすれば、榊町から役場を

こっちに移したときに、この地域の人達はあそこから水を汲んだのですよ。生活用水で

すね。それぞれ貴重な文化財だと思いますので、きっちり整備をしていただきたいと思

いますが、補修の内容について説明してください。 

それから工事請負費の軌道移設工事１２４万３０００円でありますが、これはどこに

移設するのか。全然、場所的に分かりませんので、教えていただきたいと思います。 

それと２６３ページの農業者トレーニングセンターの予算が計上されていますけれ

ども、修繕料に係ってお尋ねしますが、昨年も予算審議の時にトレーニングセンターの
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外壁塗装の必要性を感じないかということで質問しました。それでトレーニングセンタ

ーの壁の色が薄くなって見栄えがしないということで、浜中町に入ってくる玄関口です

から、そろそろ改修に取り組むべきだなと私は思っているのです。予算的には委託料で

すけれども本年度は文化センター、来年度、大がかりな予算が教育費の文化センター改

修で占めるのだろうなということからすれば、まだまだ先のような気がするのですけれ

ども、くすんだ壁の塗装する計画について改めて今後の見通し等についてお聞かせをい

ただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） まず、２２１ページのスクールバスに要する経費の４５人

乗りのバスはどこの運行かということですが、霧多布小学校・中学校の児童生徒が乗車

している榊町方面を運行しているバスになります。これにつきましては、平成２０年１

月に納入しておりまして、もう１４年経過しておりまして、私どもで所有しているスク

ールバスの中で１番古いバスになりますので、今回更新をお願いしてございます。納期

ですが、今のところ令和４年１２月ぐらいまでと考えてございます。ただ業者さんに聞

きますと、半導体の関係で工場が動いてない部分とかもありますので、それは何とも言

えないという回答をいただいていますけれども、できれば１２月くらいまでには入れた

いと考えてございます。財源については企画財政課長の方から答弁させていただきま

す。 

それと２２３ページの小学校維持管理費につきまして、散布小中学校のトイレ改修に

ついてでございます。これにつきましては、現在、小便器が１階、２階、３階合わせて

１５基ある物を改修した後１２基に。大トイレ便座の方につきましては、現在、１９あ

るところを１７に変えます。これにつきましても散布小中学校につきましては、昭和６

１年に校舎、６２年に体育館ということで非常に老朽化もしてございますし、最近の保

守点検におきましても、浄化槽の曝気槽内での散気管の亀裂とか見つかりまして、エア

ー漏れがあるとか、ろ材の浮上も見られて非常に老朽化が激しいということであります

ので、この度、便器の洋式化と浄化槽から下水道への接続を考えてございます。これに

つきましては、６月中旬から工期は４カ月で１０月中旬くらいまでと考えてございま

す。どうしてもトイレ改修する場合は音が、タイルを壊したりとかということがありま

すので、音が出る作業は夏休み中にお願いしたいなと考えてございます。それと茶内小

学校のタンク施設なのですが、これにつきましては平成２年１月に地下タンクの設置を
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されて３２年が経過しております。浜中消防署の立ち寄りによりまして、やはり非常に

年数が経っているということもありますので、腐食のおそれがあり灯油漏れの危険性も

高い設備だよということで指摘されております。今回は地下タンクの撤去作業とそれと

地上にホームタンクを設置するというようなことで考えてございます。工期は大体２カ

月ほどで８月末の完成予定として、冬の暖房時期の前にやってしまいたいと考えてござ

います。 

それと２２７ページの教育振興費の修学旅行補助ですが、議員言われるとおり、保護

者負担軽減ということですので、制限を持たずに一律対象者に補助を出したいと考えて

ございます。特に負担の過重な保護者につきましては、要保護準要保護という別な制度

がございますので、そちらの方では国が示す金額をマックスで払って支給してございま

すので、その他の保護者にはこういった形の補助で対応をしたいと思います。また規則

なりの制度化という部分なのですが、この予算が皆さんから承認いただきましたら、今

月、定例の第３回教育委員会がございますので、そちらの方に要綱としてきっちり位置

付けして、交付要綱を設置していきたいと考えてございますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） ２５３ページ、文化財等に要する経費の修繕料につい

てご説明いたします。修繕料３８６万３０００円の内訳ですけれども、まず、赤玉の井

戸は１２１万円、軌道は２５９万３０００円、デコイの補修ということで６万円を取っ

ています。まず赤玉の井戸の改修内容につきましては、地杭の新設と撤去をします。囲

塀を新設します。今ある井戸のポンプの囲いも改修します。石碑も折れて倒れているの

で補修もいたします。それと赤玉の井戸について何もないものですから、案内看板の設

置を考えているところです。年内に完成していきたいなと考えております。それと軌道

に関してですけれども、まず文化財となった経緯からご説明したいと思います。本町の

軌道に関しては、ご存じのとおり、茶内のふるさと広場に展示されております。軌道周

辺の広場の所管は観光係で草刈り等をして管理されておりました。しかしながら、ここ

数年でふるさと広場の老朽化や公園が河川敷へ移ったこともあって、利用者が少なく、

その環境も行き届いていない状況にありました。この度、令和３年１２月に茶内自治会、

茶内農村連合会、茶内第一連合会、茶内第三連合会、西円朱別連合会、円朱別連合会の

６団体の連名でもって、車両の補修、管理保存についての要望を受けたところでありま
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す。役場組織としては、軌道に関して現在明確な部署が定まっておりませんでした。残

念ながら車両は手つかずのままで塗装の剥がれ、鉄板も錆び、穴もあいている状況とな

っているのが現状です。平成３０年１１月に北海道遺産として選定されております。保

存に関して、各町村でいきますと、ほとんど教育委員会が、例えば、鶴居であったり標

茶であったり別海だったりというは教育委員会が所管しているというところから、本町

でも連携がとれるとの思いから、教育委員会生涯学習課が、この度、所管することとな

りました。議員がおっしゃられたとおり、車両について最初は地域の人で塗るという考

えでいきました。行って見たら、予想以上に鉄板が剥がれ、屋根も腐って補修ができな

いという状況でした。そのあとに地域の業者さんに依頼しました。そうしましたら、地

域の業者でもこれはもうペンキを落とした際に鉄板が全部剥がれちゃうから、そこから

やらないと塗装はできないという判断に至りまして、別な町内の業者に当たりました。

１件やってもいいよというか、できますよという業者を見つけまして、２５９万２００

０円という価格で見積もりを今いただいている状況ですので、まずはご理解願いたいと

思います。場所については、当初は私たちも２カ所想定していまして、駅の横かトレセ

ンの入り口ということで計画していました。第１弾として、駅の横ということでＪＲと

交渉した結果、土地は無償では貸せないと。有償になると。そしてまた、移設に関して

設置はＪＲの指定した委託業者でなければ設置できないということが言われまして、そ

うなると、設置だけでも１０００万円くらいかかるということになりましたので、高額

になるということでそこは断念しました。トレセンの今あるログハウスの後ろ側の方に

展示を考えています。先ほど言いました郷土資料室の軌道に関する展示物を将来的には

ログハウスを活用して、そこを軌道の資料館として皆さんに見ていただくということで

計画していますので、ご理解願いたいと思います。 

次に、農業者トレーニングセンターの関係ですけれども、農業者トレーニングセンタ

ーは議員言われた後に建築の方と現場を確認しました。色は薄くなっているのは間違い

ありませんでした。ただ、壁の方の腐食といいますか、そのような状況が見られなかっ

たということで、まだちょっと大丈夫だろうという思いでいます。文化センターの改修

が終わりましたら、次の計画としてトレセンの改修も考えていきたいと思いますので、

ご理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） ２２１ページ、スクールバスの購入に関する財源の
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関係についてお答え申し上げます。この度のスクールバスの購入に関しまして防衛交付

金をまずベースにして、残りを一般財源という形で財源充当してまいりたいと考えてお

りますのでご理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） ２２１ページのスクールバス購入については、了解いたしまし

た。何とか１２月までに入ればいいですね。今こういう情勢ですから。 

 ２２３ページ茶内小学校の給油施設の改修工事ですけれども、平成２年に設置したも

のということで、地下タンクを。消防から指摘があったとすれば、早く対応してよかっ

たなと私は思っています。漏れてしまったら大変なのです。土から全部入れ替えないと

ないからね。そんなことでよかったなと思っております。それと散布小中学校のトイレ

の改修工事です。合併浄化槽だったのですね。下水道が引かれていますから合併浄化槽

から下水道に繋ぐということで、心配したのは工事の期間中の子供の対応をどうするの

かということが１番心配でした。それで夏休み期間中で完全に終わるのでしょうか。そ

の辺ちょっと心配ですので、確認させてください。 

それと２２７ページの修学旅行補助ですけれども、要綱を作成するということですか

ら、将来ともにそういうものを作っておかないと、継続して補助するということもかな

いませんので、是非作っておいたほうがいいということで理解をいたしました。 

それと２５３ページの簡易軌道の関係です。経過を聞いて、今さらながらちょっと驚

きましたというか、認識を新たにしたと言いますか、そんな感じでいます。地域でも色々

と努力をされて、ペンキを塗ろうとしたり、町内の業者さんに頼んでもちょっと無理だ

ということで、専門の業者さんに頼まざるを得ないということですけれども、内容的に

は鉄板の錆を取ることによって、朽ちる、崩れ落ちるということが考えられるので、そ

の鉄板の補修も兼ねて、溶接をし直すだとかということも含めて、やるということで理

解していいですか。ぜひ、これについてもやってほしいし、移設の関係で目立つところ

は駅かもしれませんけれども、トレーニングセンターの入り口は場所的には人も集まる

し、玄関口でもあるし、目立っていいのかなと逆に思っています。ログハウスについて

も上手く活用していただきたいと思います。特にありません。 

最後のトレセンの関係ですけれども、色が褪せても壁自体は問題なく、まだ持つとい

うことですから、文化センターの大改修終わった後にでも是非、計画を組んでいただき

たいと思います。これに対しても答弁要りません。聞かれた部分だけお願いします。 
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○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） ２２３ページ、校舎の改修に関わっての部分です。一応工

期は１０月中旬までになっていますので、昨年の浜中小学校のトイレ改修、一昨年の茶

内小学校のトイレ改修のように仮設トイレを設置して工事が終わるまではそういった

対応をしていきたいと考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 議案書のページで言いますと２つあるのですけれども、２２１

ページの教育研究所について１点と、同じページで小学校の教員で会計年度任用職員報

酬と書かれてあるのは、これはその年度の新卒の教師が入ってくるかどうかという、そ

ういうものではないのかなと思っていましたけれども、その辺の説明。浜中町は教員の

経験者が転勤して来なくて、私が教員やっていたときも皆さん大変苦労していたのです

が、結局、なかなか４０代、５０代で家庭を持っている教員が浜中にやって来ない。先

生方はとっても苦労して学校運営にあたっていたと思うのですが、最近のその辺の事情

は多くの教員の経験者が、浜中に異動希望出してやって来ているかどうかというところ

の実態を聞きたいなと思います。 

それで、１点目の浜中町教育研究所について、現職の教員が研究所の構成員になって、

そして９教科ある教科の研究ともう一つは生徒指導やら道徳やら色んな活動について

の研究というのが、最も身近な研究所なのです。浜中町にやって来た教職員が、何かを

勉強したいなと思ったときに、校内は抜かして町内あるいは釧路管内で勉強できる場所

というのは、どういう研究会があるのか。それが教職員によってどんなふうに活用され

ているのか、実態をお聞きしたいと思います。 

もう１点の教職員の配置、転入、転出。その辺で言いますと転入して来る先生は若い

先生方が多くてなかなか経験者が入って来なくて苦労している部分もあったかと思う

のですけれども、若い先生ばかりの教員の転入というのは、考え方によってはとっても

若い考えで浜中の教育を進めるという、そういう面ではプラスになる部分もあるのです

が、教育委員会としては教職員の適正配置について、異動について、どんな点で進歩し

てきたのか。今、なお困っている課題はこうなのだというようなことを知らせていただ

きたい。以上、よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（伊藤善一君） まず１点目の先生方の研修の実態についてお答えいたしま
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す。まず、本町の研究所につきましては、議員おっしゃられるとおり、教科研究、生徒

指導、進路指導関係、郷土読本、へき地複式の関係、ＩＣＴ特別委員会等で各学校の先

生が集まっていただいて、その時々の課題に応じて研修をしているというような実態が

ございます。議員から質問ありました、町外でっていうようなところなのですけれども、

釧路管内の中にも任意の研究団体がやっぱり複数あります。各教科についてですとか、

国際理解研だとかということで研究団体がありますので、そちらの方で活躍されている

というような先生方もございます。こちらの方については、先生方の口コミというよう

な形になったり、研修意欲という部分になったりとするので強制力はないのですけれど

も、そういった団体が複数ありますというような実態がございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 小学校管理運営に要する経費の報酬、会計年度任用職員報

酬につきましては、学校事務生に係る報酬ということになります。教職員の人事異動に

係わって、転入転出、転入につきましては若い先生が多いというようなお話をいただい

てございますが、釧路管内で教職員の人事要綱みたいなものが定められまして、釧路市

でありましたらＡ郡、周辺の大きな学校はＢ郡、標茶町とか鶴居村はＣ郡、離れている

浜中町はＤ郡というような形で定められまして、それをすべて教員は退職までに回りま

しょうというような要綱が作られておりまして、さらにＡ郡は何年、Ｂ郡は何年、Ｄ郡

は具体的に浜中町ですけれども、４年頑張ってくださいというような要綱であります。

浜中町はやはりＤ郡ということで、人事をする上では非常に要望が浜中町へ行きたいと

いう人の人数は非常に少ないのが現状であります。ただ、その辺りは釧路教育局の方が

きちんと要綱を見ながら人事を配置しておりますし、私どももやはり最近はだいぶ少な

いのですけれども、浜中町は新しい先生の研修の場みたいな形で新採用の先生が非常に

多く入ってきておりましたが、最近は新４と言いまして、他のところで採用されて４年

間はそこにいますが、そのあとは必ず出てくださいという新採用４年という方が、非常

に逆に浜中町に来てもらっている状況でございますので、１校でも他の学校を経験して

いると、新採用よりも資質が高いといいますか、経験している分やっぱり指導力がある。

そういった方が浜中町に配置されている状況もございます。ただ、課題としましてはや

はりミドルリーダーといいますか、３０代・４０代の経験豊富な先生が数多く来ないと

いうのは実際なので、２０代と３０代前半というような若い先生が多いのも事実です。

そういった部分では３校なり４校を経験した経験豊富な先生が来ないというのは課題
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としてあります。ただ、これにつきましては、その年代になりますと結婚して子供がで

きて、住宅を構えるとか、教員の日常生活にもやっぱり変化がございますので、１人単

身で来るとか、なかなかそういうことはできないのかなと考えられますが、いずれにし

ましてもそういう状況ですので、本町の教育のために頑張ってもらえる経験豊富な先生

を人事異動で呼びたいという熱い思いは、この時期といいますか、人事異動の作業が始

まったときにはしっかり釧路教育局の方に伝えていきたいと考えてございますので、ご

理解お願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 今の管理課長が言われておりましたとおり、Ａ郡Ｂ郡Ｃ郡Ｄ郡

というふうになっていて、なかなか教員が浜中町にやってきて自分の子供をここで育て

て、そして将来は高校に進めて大学にやるというのは、ちょっと無理かなと経済的なこ

とも考えながら、なかなか来られないというのが現状だったと思うのですけれども、今

の管理課長が話したように以前に比べたら、向かってくる教員がいると。これは教育局

やあるいは地域の教育委員会がそれなりに自分たちの教育環境を管内に広めている成

果ではないのかなと私は思います。私自身は希望してこちらの中学校にお世話になりま

したけれども、初日から私はここの生徒が大好きになっちゃったのですよね。小学６年

生まで先生方を困らせて、小学校の先生を全部担任変えてきたのだという学年だと聞か

されまして、私は３年生担任になると思ったのだけれども、１年生が回ってきました。

担任をしたら、入学式のときに父母の多くは夫婦で参加するという、他の町村には見ら

れないほどの期待感というかそういうのは見られました。それから一番初めに元気な子

が立ち上がって先生はここに何年いるつもりで来たのか、と言われまして、何でそんな

ことを聞くのかと言ったら、おれたちは毎年１人ずつ先生方を変えてきたのだ。先生は

何年いるか聞きたいというので、私は腹が立ったので、俺は１０年いてやるわと言った

ら、その子はみんなに向かってこの先生１０年いるってよというふうに言われて、そこ

が私とっても気に入りましてなかなか元気だなと思って、よし１０年いてやるとそこで

決めました。１年やってみて他の学校にないとってもいい部分があります。何かって言

ったら、子供たちがみんな素直で正直で嘘をつかない、明るいというのが、浜中町の子

供たちの実態でした。そこに３年も５年も１０年も最後は１２年もいたのです。もっと

いたいと言ったら、校長が頼むからそろそろ他の学校に異動してくれと言われまして、

散布小中学校の方に異動しました。そこへ行っても子供たちの素直さは大変なものでし
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た。私は新卒者が教員をするのであれば、どうぞ浜中町に来てくださいと。勉強になり

ます。研究所は何もないけれども、子供が良いのです。子供たちが素敵なので子供とお

話していると教育力がぐんと高まるのだと。そういう視点で教育委員会は、教師の募集

に対しては浜中町で勉強してくださいと、子供たちに学んでくださいと言うことを胸を

張って宣伝したらいいかなと思います。それから一つ目の浜中町教育研究所、これは釧

路管内の全ての市町村でそれぞれの研究所があります。これは他の研究者が入らず、現

場の教師のみ校長、教頭、一般教諭、事務職員、それから養護教諭の現場の教員が集ま

っての１年間の研修なのです。今はどうなっているか。研究会は続けられているのか。

パソコンが入ってから、どんなふうに研究所が変わっているのか、変わっていないのか。

その点のことをお知らせ願いたいと思います。 

もう１点は教職員の年代別の配置です。管理職も含めて。管理職は大体４０代以上に

なっていると思うのですが、小学校４校、中学校４校ですから大した数ではないと思い

ます。２０代の教師がどのくらい、３０代はどのくらい、４０代はどのくらいか。町の

教育委員会としては、教職員の年代配置の希望する形があれば、申し述べてもらいたい

し、今のままで十分やっていけるというのであれば、その考えを示していただきたいと

思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（伊藤善一君） 研究所の内容についてお答えいたします。まず、今年度は

釧路管内学校教育研究大会浜中大会がございます。２年前に行う予定だったものなので

すけれども、コロナの関係で先生方が令和２年度は集まれず全く動けなかったという状

況でした。令和３年度は先生方が集まったり、またはウェブ、ネットで会議をしたりだ

とかして何とか繋がりながら、研究活動を進めてきている状況があります。来年度、令

和４年度に浜中大会を迎える運びになっています。浜中に色々な管内の方々が集まって

くる可能性がありますので、こちらについてもインターネット上で授業公開をして、Ｚ

ｏｏｍを使って授業の検討をしたりというようなことを今計画段階で進めているとこ

ろでございます。 

もう１つは、新学習指導要領についてです。小学校が今年で２年目、中学校が今年で

１年目ということで、新学習指導要領の考え方に乗っかった授業公開、子供の主体的な

学びを引き出す確かな学力を育む授業を来年度、令和４年度に公開できればと考えてお

ります。 
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あと３つ目が、釧路へき地複式教育研究大会浜中町大会が今年ございます。これに向

けてもいよいよ動き始めているというような段階です。 

４つ目です。先ほど議員おっしゃられたパソコンの話です。本町にはＩＣＴ委員会が

ございます。１人１台端末の効果的な活用方法や、指導方法の研究と授業公開というよ

うなことで進めてきております。今年は霧多布小学校と中学校でデジタル教科書を試行

的に文部科学省の指示で入れさせていただいて、デジタル教科書の有効性について検討

する機会がございました。 

５つ目は、郷土資料浜中の活用についてです。昨年度は郷土資料浜中が改定されまし

た。今年はそれを活用したワークシートを作ったりだとか、撮影した写真だとか、授業

で使っている資料だとか、そういったものを共有化するような作業を進めました。その

ワークシートや写真だとかを子供たちが１人１台端末でさっと見れたり、さっと使えた

りと。それはどのようにしていったらいいかというようなことをこの委員会の中では進

めております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 教職員の年代別配置に関わって、年代の集計といいますか、

そういったものの一覧といいますか、集計はしていない状況でございます。ただ、町と

して年代の配置の問題ということでありますけれども、やはりできればバランスの取れ

た教職員の配置が１番望ましいと思います。若い人ばかりが偏るのではなくて、やはり

ミドルリーダーと言われる３０代４０代の経験ある先生が各学校に１、２名いてくれた

ら非常にいいのかなと思います。若い先生は経験豊富な先生から色々なものを吸収して

勉強していってもらいたいと思います。ただ、やはりこれはわが町ばかりが何とかそれ

を求めているではなくて、他の町村もバランスの取れた教職員を配置したいと考えてご

ざいますので、管内一帯で上手く配置しながら、釧路管内全体の教育を盛り上げていき

たいと考えてございますので、ご理解お願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） １０番渡部議員。 

○１０番（渡部貴士君） まず２３７ページです。負担金の中の生徒スポーツ振興助成

金の内容をお伺いいたします。 

続いて２４５ページ、パソコン等購入、事業費調の中で内訳は確認いたしました。タ

ブレット端末９０台は生徒に１台配布されるのかなと思うのですけれども、タブレット

の耐用年数等にもよりますが、３年生は１年間の使用で卒業すると思います。１年生で
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配布された個人の端末は同じものを３年間使用するのでしょうか。 

その下の補助金、生徒スキルアップ補助も以前に生徒さんが試験を受けられた種類に

ついて伺ったことがあるのですけれども、新しい資格が生徒さんの希望で何か増えたの

がありましたらお知らせいただきたい。 

最後に２６３ページです。備品購入費の中の施設用備品購入の内訳も教えてくださ

い。お願いします。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） ２３７ページの負担金補助及び交付金の生徒スポーツ振興

助成金については傷害保険でありまして、児童生徒が学校等における教育の場で怪我を

した場合の保険になります。正式には日本スポーツ振興センター共済保険ということで

ありまして、中学生につきましては９４５円の２４２人分ということで予算を計上させ

ていただいております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 高校事務長。 

○高校事務長（中田昌浩君） まず、２４５ページのパソコン等購入の関係で、議員お

っしゃったのはＧＩＧＡスクール用タブレット購入のことかと思いましたので、その件

でお答えをいたします。高校では令和４年度より新しい学習指導要領により、１人１台

タブレット端末を活用したＧＩＧＡスクール学習が始まります。霧多布高校でもそれに

対応するためにタブレット端末を用意いたします。それで資料にもありましたように９

０台購入いたします。生徒の７５名分と先生の１５名分を合わせまして９０台というこ

とになります。それで、耐用年数といいますか、高校では３年間学習するわけですから、

一応その９０台というのは１年生から３年生までを一括購入すると。それで３年生は１

年間使用、２年生は２年、１年生が３年間使用しますので、学校といたしましては３年

生は１年使用ですから卒業するときには置いていってもらって、そして今度入ってくる

新１年生に使ってもらうと。２年生は２年間使用しますから、それについてはだんだん

年数も経ってきますので、例えば、１年生が３年間使って、それをまた４年目として新

１年生が使うのがいいのかどうかという部分もありますので、現状ではまだそこの結論

は出ておりません。当面は３年生が１年使った分については、置いていってもらって新

１年生に使ってもらうという形で現時点では考えております。 

それから同じページの補助金のスキルアップ補助についてでございますけれども、こ

れの新しい資格ということのご質問だったと思います。新しい資格といいますか、令和
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４年度予算でございますので、令和４年度のスキルアップ補助の内訳について、ご説明

させていただきます。スキルアップ補助は模擬試験と各種検定試験を行っております。

模擬試験の方は全部で６試験ございます。主なものといたしましては、公務員模擬試験

看護模擬試験、大学共通テスト模擬試験、総合学力テスト、記述模擬試験など６試験が

ございます。それから各種検定試験については、令和４年度で予定しているのは１４検

定で、主なところでは英語技能検定、数学技能検定、文書デザイン検定、社会人常識マ

ナー検定、簿記検定という形で他にもございますけれども、主なところはそういった検

定がございます。それで令和４年度の延べ人数ですけれども、模擬試験の方では１９７

人が受験を予定しております。それから検定の方では２７８人が受験を予定しておりま

す。合計しますと４７５人が模擬試験と検定試験を受験するということが予算として見

込まれております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） ２６３ページの備品購入の内訳ですけれども、まず１

つ目は、バレーボール支柱３６万７０００円です。それとバドミントン、テニスのガッ

ト張り機２５万円です。合わせまして６１万７０００円となっております。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 先ほどの２３７ページの生徒スポーツ振興助成金の答弁の

修正をお願いいたします。先ほど傷害保険と言いましたが、これにつきましては申し訳

ございません。中体連の助成金４０万円ということですので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（波岡玄智君） この際、暫時休憩します。 

（休憩 午後 ０時０９分） 

（再開 午後 １時０９分） 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２ 議案第１７号の質疑を続けます。 

第９款教育費の質疑を続けます。 

１０番渡部議員。 

○１０番（渡部貴士君） ２３７ページ、先ほどの答弁を訂正ということで承知しまし

た。生徒スポーツ振興助成金というタイトル名目が付いていますので、僕がこのタイト

ルで理解したのが、今、高校生の部活動のことでの何かかなという想像していたのです。
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それで、今、ｅスポーツというものが、若い人の間でちょっと流行っているようなので

すけれども、要は僕たちにしてみるとゲームをやっているようなものなのですが、その

ゲームの内容がサッカーですとか、野球ですとか、卓球ですとか、そういったもので学

校の部活動になっているところもあるようなのですけれども、霧多布高校ではｅスポー

ツに関して、学生さんからご要望とかというのはないのでしょうか。 

あと２４５ページのパソコン等購入の件に関して、使い回すというか、耐用年数とい

うか、３年生が１年しか使わなかったものは、翌年に使用できるのであれば新１年生へ

移行するということで承知しました。それで、このタブレット等を使う授業に特化して

くるのかなと思いまして、それで今年度４月から新しい教育で高校生でも資産運用、投

資教育なのですかね。カリキュラムの中に入ると聞いたのですけれども、その点どうい

う形で新しく取り組まれるのか、お伺いさせてください。 

あと２６３ページ備品の件です。バレーボールの支柱とバトミントンのガットという

ことで承知しました。体育館は、スポーツジムの設備もありますので、そこで僕もちょ

っと聞いたというか見たぐらいなのですが、ジムの機器で発電をするジム機器があるよ

うなのですよ。普通のエアロバイクというのですか、電気を使って使用するものですよ

ね。何キロ走ったとか負荷をかける。これ逆に動力を使うということで発電をするとい

う機器もあるようなのですよ。どうしてこういう質問するかというと、やはり災害対策

ということで、例えば、停電時、災害時の避難先にこういったものがあれば、蓄電なの

か、発電なのか、電力として使うことが可能なのかなと思って、将来的にこういった設

備の購入の予定とかないのかどうか、お伺いさせていただきます。 

○議長（波岡玄智君） 高校事務長。 

○高校事務長（中田昌浩君） お答えいたします。高校教育の部分で、今部活動のｅス

ポーツの部分と、それから資産運用のカリキュラムの件についてご質問がありましたの

で、私の方からは活動のｅスポーツの件でお答えをさせていただきます。部活動要望が

ありますかというご質問だったと思います。それで高校では、毎月定例の職員会議がご

ざいまして、その中でも特別ｅスポーツの件につきましては、部活動推進委員会などで

も話し合われているという話は伺っておりませんので、現時点では生徒の方からの要望

はないということで、ご理解をお願いいたします。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（伊藤善一君） 先ほどのご質問にお答えいたします。高校における新しい
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教育課程の中の金融教育にあたるものだと思います。教科は家庭科です。実際にお金を

管理・運用する家計管理という内容になってきます。二つの軸になっています。一つ目

が、家計管理の基本の理解です。収支のバランスだとかリスクの管理だとかが一つ目で

す。二つ目が、生涯を見通した経済の計画といいますか、教育資金と住宅の取得につい

てとか、老後の備えとかについての具体的な商品についての学習も含めての内容となっ

ています。申し訳ないのですが、時間数について把握しておりません。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） ２６０ページの備品に関して再質問にお答えします。

総合体育館にあるトレーニング機器の中で確かに２台か３台はコードレスの機器はご

ざいます。ただ、それが発電するかといったら、現在は発電ができない状況ではありま

す。今は津波の際の避難所とはなっていませんので、今後、総合体育館が避難所になり

ましたら計画も含めそういった機器、色んな人に使ってもらうので、耐久性であったり、

すぐ壊れてしまったら意味もないので、しっかりした機器をいつも購入しています。良

いものがあれば検討していきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） ２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ２１９ページ、その他教育委員会事務局に要する経費１４９万

３０００円に関してなのですけれども、去年まではここで一括して、小中高のスクール

カウンセラーの方々の予算が出ておりました。報償費ということで、去年は８９万５０

００円ですか。それで今年度は、あれないなと思っていたら各小学校・中学校・高校に

おいて予算措置がされております。ちなみに小学校で今年度は２０万７０００円、中学

校で７５万７０００円、高校で２０万７０００円ということで、必要なものがなくなら

なくてよかったなと思ったのですけれども、何故ここで一括して予算化したものを、小

学校・中学校・高校というふうに分けることになったのかという経緯等について。それ

で小中高を合わせまして、１１７万１０００円になって前年比２７万６０００円増とい

うことになろうかと思うのですけれども、その増減した要因も踏まえて説明いただけれ

ばと思います。 

その下の学校用バスに要する経費、学校用バス運行委託料６３８７万７０００円。こ

れは昨年度、前年当初から見て減額になっております。まず減額だなと思って、人件費

等が上がる中で減額の予算組めるのだなということで、注目しました。それで昨年度６

４５８万１０００円、今議会の９号補正で２９万７０００円が減額補正されておりまし
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て、６４２８万４０００円という前年度の執行状況ということになろうかなと思いま

す。それで前年度の執行状況から、なおかつ今年度の予算額を引いても４０万７０００

円という金額が低くなるわけですよね。合わせますと６０、７０万円くらい減額となる

ことであります。委託料ですので委託先の何というのですか、人員の配置ですとか、そ

ういうものにもよるのかなと思うのですけれども、７０万円という金額が減額というこ

とは相当、そこで働く方々に影響があるのかなと思うのですけれども、まず、この減額

できたという要因を説明いただきたいと思います。 

それと２２１ページ、教育研究所に要する経費です。まず、先ほど５番議員からも質

問ありました、町教育研究所負担金に関してでありますけれども、先ほど今年度の研究

内容等を詳しく説明いただきました。それで前段９番議員からも、今後の教育のあり方

ということで若干触れられたかなと思っております。そこで教育長から教育の変化に対

応してというようなお話もあった中で、どういう形にしてもこの教職員の協力という

か、努力がなくして変われるものではないなと思っております。今後に向けて、令和６

年度にはその計画を策定したいというお話でありましたので、ここの実際の教職員との

協議、コミュニケーションを強化していかなければ、実のなるものにはならないのかな

と思いますので、その辺の今後の教職員との対話を踏まえ、そこを強化した中でこの計

画に反映させていくという考えがあるのかどうか、伺っておきたいと思います。 

それと２２３ページ、小学校管理運営に要する経費のまず役務費、単純に手数料とい

う名目で７９万３０００円の内容を聞こうかなと思ったのですけれども、時間も短縮し

なければならない関係でざっくばらんに聞きます。これは何点か昨年の予算を調べて、

例えば、暖房機点検手数料、貯水槽洗浄消毒手数料、給食用小荷物昇降機点検手数料と

かが合算された金額がほぼ近い金額であります。これは全款に亘って言えることなので

すけれども、こういうふうに手数料等を集約して手数料という形で金額だけを上げてこ

られているのですけれども、前年度と比較して、これ無いなという中で積算すると、こ

の中に含まれているというところに辿り着いたのですけれども、ただ集約されないで、

例えばその下の清掃手数料４万４０００円ですとか、遊具点検手数料１５万９０００円

ですとかは、この手数料に集約されないでしっかりと前年度と同じように中身が見える

ように予算計上されております。それで全款に跨っている関係上、事務の効率化等を考

えてのことかと思うのですけれども、全てを集約しないでさっき言ったようなものだけ

を集約しているという部分もありますし、加えて、大規模運動公園をちょっと例にとり
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たいと思います。２６３ページ大規模運動公園の委託料、管理委託料７０万円というも

のがございます。それでここは昨年までは、スケートリンク管理運営委託料という形で

予算書に分かるようになっておりました。管理委託料がボンと載せられますと、大規模

運動公園は総体あります、グランドあります、プールあります、リンクあります、これ

の管理委託料はこんなもので賄えるのというふうにもなってしまうのですよ。前年度と

比較するから見えてくるのですけれども、今年の予算書から見始めると全く内容が見え

ない予算になってしまったかなと思うのですよ。それで事務の効率化を図るという意味

では、私は特に言及できませんけれども、ただうちの議会は予算委員会という形をとっ

ておりません。本議会での予算審議ということです。本来であれば、事業の内容、ある

いは必要経費の内容の上で、それに対するこの予算額がどうなのであろうかということ

を審議することが、議会の我々の務めかなと思う中で、見えなくなってしまったことに

対して、今後の方針も加えまして、今後もこれでいくので必要があれば、原課回って聞

いてくださいというのであれば、そうするしかなくなるのかなと思うのですけれども、

そこら辺の考え方について伺っておきたいと思います。 

それと２２３ページ、使用料及び賃借料のパソコン等借上料で、先ほど来から協議さ

れている内容は理解しました。それで事業費調では、５年リースという説明でありまし

たけれども、例えば、小学校でいけば４０４万２０００円、これが５年分と考えている

のか。５年リースということなので、そういうことなのか、それとも単年度でこのリー

ス料４０４万２０００円なのか、それによってはリースじゃなく買った方がよくなって

しまうのかなという考えもあります。５年リースというものの金額なのかどうかを聞い

ておきたいと思います。 

それと２２７ページ、小中高合わせた修学旅行の補助であります。ふるさと納税を教

育振興に役立てるという意味では良いことだなと思っております。それでその下に扶助

費として修学旅行費がございますね。私はこの扶助費を受給されている方も一律、今回

のこの対象かなというふうに考えていたのですけれども、先ほどの答弁ではどうも違う

ようなので、その方はこの今回の４５人には入っていませんというような内容だったと

思います。そこがちょっと引っかかるのですよ。扶助を受けるというからにはそれなり

の理由がございまして、修学旅行を一緒に楽しんでもらうという意味合いなのだと思う

のですよ。だからそこはそこで受給しているので、町の今回からは外しますよというの

はどうなのかな。そこも含めて私は補助があってもいいのではないのかなと。単にお金
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が扶助されているからという考え方で割り切っちゃっていいのかなという思いもあり

ます。それについての考えを伺っておきたいと思います。 

それと２２９ページ、児童の健康管理に要する経費です。ここの役務費、ここも多分

集約なのかなと思うのですけれども、傷害保険料２３万３０００円というものが、前年

度２３万５０００円で、これは先ほど管理課長が答弁を間違えた、それこそ共済保険な

のだろうと思っております。ただ前年度、ここに金額は４０００円と小さいのですけれ

ども、検診医師傷害保険料というものが例年予算計上されておりました。これは、文字

どおり学校に検診に来ていただく医師の損害保険料だなと理解していたのですけれど

も、これがなくなっております。それが傷害保険料にここも集約されてしまったのかな

という、そこにいくのですけれども、必要ないとした経緯、必要でなくなったのであれ

ばその経緯を伺いたいと思います。 

それと２３３ページ、外国語指導助手に要する経費の旅費、外国語指導助手９９万４

０００円。令和元年度１７万７０００円、令和２年度１８万２０００円、令和３年度１

７万８０００円という計上でありました。今年度９９万４０００円と大きく跳ね上がっ

ております。これは赴任先等の関係なのかなと勝手に想像するのですけれども、極端に

増額になった要因。それと次ページに関連あるのでしょうけれども、負担金自治体国際

化協力負担金５１万３０００円。これは昨年度９万２０００円という額でした。それぞ

れ増額となった要因について説明いただければと思います。 

２３９ページ、高校管理運営に要する経費の役務費、１番下段の清掃手数料４万２０

００円というものが昨年度載ってなかったものなので、どういう清掃に対する手数料な

のか説明いただければと思います。 

それと２４３ページ、教育振興に要する経費の委託料、学習支援クラウドサービス委

託料１２８万９０００円。これも２年度３９万円、３年度も３５万７０００円でありま

した。クラウドサービスの委託料というからには、今まで使っていたクラウドに更に何

か新しいものを教材として活用するための予算であろうということは想像がつくので

すけれども、大まかで結構ですので、今までなかったこういうものを教材として活用す

るための委託料ですという説明があればいただきたいと思います。 

それと２５７ページ、図書室事業に要する経費として伺いたいのは、まず、備品購入

費４２万３０００円です。補足説明で図書の返却ボックスですとか、何点かご説明あり

ましたけれども、聞き取れなかった部分もありますので再度説明いただきたいのと、報
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酬の会計年度任用職員２４１万２０００円であります。これは多分、司書の方の報酬か

なと思うのですけれども、現在の図書司書の方は大変精力的に活動されております。例

えば、移動図書室というものをわざわざ本を選んで対象者が茶内であれば、わっはっは

の時に高齢者に合ったような図書を選んで来てくれたり、また、児童生徒が集まるよう

なときには、児童生徒に合わせたような図書を持って来てくださり、本当に精力的に活

躍されているなという点では感謝申し上げます。それで、聞きたいのは文化センターの

図書室の利用状況というのですか。分かれば年代別、大まかな年齢別の利用状況等も分

かれば知らせていただきたいと思います。 

それと２６１ページの手数料、ここも念のため、前年度、トレーニング機器補修点検

委託料、受水槽内清掃点検委託料、地下タンク清掃委託料を合わせての金額かと思うの

ですけれども、念のためこの手数料の内容をお知らせください。 

それと、大規模運動公園に関らず、コロナ禍ということでトレセンもそうですし、浜

中にあるスクラムですとか、パークゴルフ場ですけれども、多分なかなか利用が伸びて

いないのかなと思うのですけれども、ここ２年くらいの大まかな利用状況が分かればお

知らせください。併せて、まん防等が出た場合には、町民限定でということで開放され

ております。それで、同様に消毒態勢とかは完備されて対処されているのだと思うので

すけれども、そういう面も併せて説明いただければと思います。 

それと２６７ページ、町民パークゴルフ場管理運営に要する経費の備品購入費６３万

１０００円の補足説明で本当に聞き取れなかったのですが、券売機という言葉があった

かなと思っているのですけれども、僕はパークゴルフをやらないので、利用したことな

いのですけれども、どういう券売機、使用料といいますか、そういうものの券売機かな

と思うのですけれども、券売機を新たに入れるものなのか、更新するものなのかも含め、

その用途について伺っておきたいと思います。 

２７１ページの給食センターです。まず、備品購入費、事業費調では、配送用トラッ

クということで給食の配送車かなと思っております。現在のトラックはどれくらいの年

数が経って、更新時期ですよと言う事なのでしょうけれども、修理費もかさむようにな

ってきて色々な要素があって９６３万９０００円という予算だと思うのです。今回入れ

るトラックの大きさというのですか、例えば、２ｔ車ですとか、４ｔ車ですとか色々あ

ると思うのですけれども。それと更新になるので、当然１台なくなるということは、配

送に支障が出ると思うので、交換するタイミングですね。納入時期も含めて交換するタ
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イミングを説明いただければと思います。 

それとそこのページの１番下の学校給食費助成金ということで、これは町が町外の小

学校、中学校等へ親子の勤務先の関係で通学されている部分での助成金というふうに理

解しているのですけれども、昨年６月に補正で３名分１４万７０００円が計上されてお

ります。今回２４万８０００円ということで増えたのでしょうということなのですけれ

ども、対象となっている人数をお知らせください。長くなりましたけれども、以上、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） まず、２１９ページのスクールカウンセラーについてお答

えいたします。当初その他教育委員会事務局に要する経費に入っていまして、今回の予

算につきましては小学校費、中学校費、高等学校費に分けさせていただいております。

これにつきましては、一昨年、道のスクールカウンセラー事業ということでスタートし

ています。これにつきましては、中学校対象ということでスタートしまして、道のスク

ールカウンセラー事業に則って、当初、その他教育委員会事務局に要する経費に位置付

けさせてもらいました。ただ、今年につきましては増額の部分もあるのですけれども、

実は令和４年度につきましては、小学校もスクールカウンセラーを使いたいということ

で出てきておりますし、中学校は３つの中学校、さらに高等学校も１年を通して使うと。

スクールカウンセラーを導入するということになりました。それであれば、きちんとそ

れぞれの項目に分けて予算化した方がいいということで、この度、別々に予算を計上さ

せていただきました。増の部分も令和３年度につきましては、茶内小学校が２回ほど入

っておりまして、その他の霧多布中学校、浜中中学校、茶内中学校が月２回入っており

ます。高等学校も月２回程度で入っております。令和４年度につきましては、それに追

加して浜中小学校が月２回、スクールカウンセラーを派遣していただきたいという要望

がありましたので、その分の増額という形になります。 

それとスクールバスの関係になります。スクールバスは議員言われたとおり、前年度

対比で７０万４０００円減になっています。これにつきましては、海岸地区と内陸地区

と営業バスと３つに分けさせてもらっているのですが、海岸地区につきましては、実は

増額になっています。これにつきましては、下校バスにおきまして１便が増になってい

るということと、児童生徒が乗る場所がちょっと長くなったということで、１日に走る

走行距離が多くなって、その分のガソリン代と車両維持での増額、それと運転手の労務
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時間の増額ということで増えています。逆に行事バスを実績によって減らしております

ので、それで差し引き約１２０万円と消費税で１３２万円の海岸地区での増額というこ

とになっています。逆に内陸地区につきましても、７台運行しているのですけれども、

下校バスで小学校低学年が乗車しないとか、また、ルートによっては中学校の部活バス

が走らない便もありまして、その２便が去年と比べて減っているということで、その燃

料代と人件費等で約６７万２０００円の減額という形になります。それと営業バスで

す。これはご存じのように茶内第一方面ともう１つ福島地区を運行しているバスなので

すけれども、乗車する児童生徒の距離が短くなったため、燃料費等の経費と人件費で約

８９万８０００円の減額になりまして、この３つを足しまして７０万４０００円の減額

ということになります。 

それと、町研の部分です。教職員とのコミュニケーションの関わりということであり

ます。教職員とのコミュニケーションにつきましては、昨年から教育長が新しくなりま

して、学校現場、また、一般教員の勤務状況、職場での環境等をきちんと把握するとい

うことで、昨年２回ほど全校の教職員と面談を行っております。その中で学校における

管理職との関わり合いとか、同僚との関わり合い、そして自分における人的な悩みとか、

あと住環境の関係、学校の施設の関係などそれぞれをざっくばらんに各先生に聞いてお

ります。その中で色々協議、また、対応できるところはきちんと対応してあげています

し、なかなかできないところは今後の課題として残していきながら、解決に向けていく

ということを考えております。令和４年度もしっかり学校に入って先生方と面談をしな

がら取り進めていきたいと、やはり現場をきちんと把握しておかなければならないとい

う部分もありますので、先生方からは教育長はじめ管理課長、指導室長ときちんと面談

というか話を聞いてくれるということで、非常にありがたい言葉をいただいております

ので、その辺りはしっかりコミュニケーションを図っていきたいと思います。今後の学

校の適正配置等の動きの中でも検討委員会等に教職員をきちんと入れていって、先生方

の考えもしっかり反映させるような形をとっていきたいと思います。 

それと小学校管理運営に要する経費の役務費の手数料７９万３０００円です。これ議

員言われたとおり科目の移動分となっています。変圧器劣化診断手数料、暖房機点検手

数料、貯水槽洗浄消毒手数料、給食小荷物昇降機点検手数料がこの中に手数料として一

括で入ってございます。それと使用料及び賃借料のパソコン等借上料につきましては、

議員言われるとおり５年リースであります。購入したらこのぐらいになるよという部分
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を５年で割って使用料及び賃借料で借上をするという形で考えています。これにつきま

しては、パソコンの他にプリンターを各学校に１台ずつ、それとライセンス使用料も含

まれているということでございます。 

それと２２７ページ修学旅行費の対象者の関係です。修学旅行の補助金の部分なので

すけれども、１人に対する補助が小学校で１万１３４０円とさせていただいておりま

す。これの金額なのですが、実は文科省で通知される要保護、準要保護の修学旅行費、

今年と来年につきましては２万２６９０円の半額、１０円未満切り捨てとしているので

すけれども、この半額分を補助の対象の金額としたいということで考えてございます。

中学校費におきましては、扶助費が６万９１０円の半額の３万４５０円ということであ

ります。要保護、準保護の該当者の保護者にはまんどの、小学生で言えば２万２６９０

円、中学生で言えば６万９１０円が支給されるということになります。逆に一般の方々

については、その差額は自腹といいますか、保護者負担ですよということになりますの

で、ご理解お願いしたいと思います。 

それと２２９ページ、児童の健康管理に要する経費の医師の検診です。これにつきま

しては、検診医師傷害保険料４０００円も合わさってございます。入っております。そ

れと日本スポーツ振興センターの共済保険料の二本立てということでございます。 

それと２３３ページの外国語指導助手に係る経費でございます。これにつきましては

大変申し訳ございません。今年７月で現在いる外国語指導助手ピーター先生が帰国する

という状況だったのですが、実はそのあと今年に入りまして１月１７日付けで北海道の

国際局国際課長を通して、一般財団法人自治体国際化協会からコロナ禍におきまして、

外国青年の入国が非常に厳しい状況があることから、１年間希望すれば延長ができると

いうことで希望調査が来ました。それでピーター先生に確認したところ、もう１年いて

くれるということになりましたので、帰国に係る赴任旅費、それと来る際の協会の負担

金はなくなりますので、６月にこれらを整理して補正予算で計上させていただきたいと

思いますので、よろしくご理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 高校事務長。 

○高校事務長（中田昌浩君） ２３９ページ、高校事務に要する経費の役務費、清掃手

数料についてまずお答えをしたいと思います。４万２０００円新設しておりますけれど

も、この内容につきましては、貯水槽清掃手数料ということで水道水のタンクの清掃の

手数料でございます。これにつきましては、前年度までは役務費の手数料の中で予算を
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計上しておりました。 

それと次に２４３ページの教育振興に要する経費の委託料、学習支援クラウドサービ

ス委託料についてご説明いたします。これにつきましては、９３万円ほど委託料がアッ

プしております。令和３年度までの従来の公務支援システムに４年度からは新しい公務

支援システムが加わるということから、９３万円ほど予算が増額されております。この

公務支援システムなのですけれども、まず、従来のシステムでは大きく３つの機能がご

ざいまして、まず、１つ目は生徒情報の管理であります。これについては、生徒の出席

欠席の記録、それから授業の内容の記録、それからテストの記録、そして進路指導等の

記録であります。それから２つ目は、生徒と保護者への連絡、これは２月に例えば暴風

雪よる臨時休校がございまして、その場合は急遽決まったりすることもありますので、

このシステムを利用して生徒とそれから保護者に連絡することが２点目。３つ目は、先

生の業務の改善ということで、先生の業務の負担軽減が図られるということでありま

す。それにつきましては、またこの後、新たに加わる公務支援システムの中でもちょっ

とご紹介をしたいと思います。まず、新たに加わる新システムは大きく１０点ほどある

のですけれども、主なものをご紹介させていただきます。まず、生徒の成績処理であり

ます。これは生徒個々の成績を今度管理するということです。それから通知表の作成、

これは生徒個々の評価であったり、評定、そして所見を作成することができる。それか

ら学籍管理。これは生徒の名前、住所、クラスなどの基本的な情報の管理ができる。そ

れから健康診断管理では、生徒の健康診断の結果を項目ごとに管理して、その結果をも

とに健康管理帳票を作成することができる。その他毎日の学校日誌ですとか、保健日誌

の管理など、多くの生徒情報機能を有して素早く、整理して作成することができるとい

うことで、予算的には９３万円ほど増額することになりますが、この新しい公務支援シ

ステムに移行することで、先生方の業務負担が軽減され、その結果、生徒と深く向き合

う時間が増えるので、結果として生徒の能力アップに繋がっていくものと考えておりま

す。それで令和４年度から学習指導要領の改訂により、高等学校教育が変わります。先

ほど来言われておりますけれども、先生方の働き方改革による業務軽減、その関係によ

る値上がり分であるということでご理解をお願いいたします。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（澤邊昭彦君） ２５７ページの図書室事業に要する経費、報酬の内容

につきましては、議員お話しされた図書司書の分で日中の分と夜間のパートの２名分を
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含んでおります。議員お話しするとおり、今、司書は本当に積極的にわっはっはであっ

たり、ふまねっとであったり、あと学校移動図書、図書の宅配便、そういった形で多く

の活動をさせていただいております。これからも司書がアイデアを出したことは、私た

ちもそれを進めるように支援してやっていきたいと思っております。利用状況につきま

してですけれども、まずは図書の利用者です。令和３年の２月末になります。幼児で３

１３人、小学生が２２２人、中高生が少し減りまして９人、一般の方が９４０人、合わ

せまして１４８４人です。本の貸し出し冊数ですけれども、幼児が１６２３冊、小学生

が１２６９冊、中高生が４１冊、一般が３１３８冊、合わせまして６０７１冊となりま

す。この他に議員おっしゃった移動図書として、７７件、１２２２冊の貸し出しを行っ

ております。令和２年度も年代別言っていいですか。令和２年度の合計につきましては、

利用者が１７０７人、貸し出し冊数が６３１５冊となります。備品購入の内容ですけれ

ども、この度コロナの対策としまして、図書の返却ボックス。今の図書を戻すところが

なくて、図書司書のテーブルに皆さん置いてくのです。ただ、やはり来た人があれこれ

新しいものなのかなということで手に取ってしまうので、それを防ぎたくて消毒をする

前に手に取るものですから、それを必ず返却ボックスに入れて、図書が消毒した後にま

た利用するという形にしていきたいと思っています。あとは、図書の除菌機ということ

で、これは町民の方がいつでも使えるように図書室のところに置いてご自由に使ってく

ださいということで除菌機を使ってもらおうと思っております。 

続きまして、大規模運動公園６１ページになります。役務費の手数料ですけれども、

こちらも手数料として名称を統一したということで、トレーニング機器保守点検１２万

１０００円は昨年どおりです。新規としましては、高圧引込ケーブル絶縁点検診断が１

６万７０００円となります。これは２年に一度検査しているものです。隔年で行ってお

ります。中身はそうなっております。体育館の利用ですけれども、先ほど言い忘れたの

ですけれども、コロナの影響で社会体育施設、５月１８日から６月２０日は休館。その

後８月２７日から１カ月は町民限定。１月２７日から今月２１日までも町民限定として

おります。そういった形で各団体の使用ですね、少年団、スポーツ協会の団体の方々に

は、今自粛していただいておりますので、やっぱり施設としては減少しているというこ

とになります。体育施設でいきますと２月末で、総合体育館で７５７２人、農業者トレ

ーニングセンターで６８８２人、町民温水プールで１７８０人、スクラム２１で１２７

０人、パークゴルフ場は１２９５人、大まかに言ったらそうなります。昨年度は総合体
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育館１万２１８人、農業者トレーニングセンター３６８５人、温水プール１９２８人、

スクラム２１が１２４８人、パークゴルフ２４６４人となります。やはり町民限定とか、

パークゴルフは町外の方が来られないということで大幅に減少しております。最後にパ

ークゴルフの備品に関してですけれども、現在も券売機は使っています。それは建てた

当時のもので、もう相当古くなっていて、お金を入れたら回数券というか半券が出てき

ます。それが詰まって出てこなかったり、色々とエラーになり管理人さんが困っている

状況がありましたので買い替えます。その際、新５００円も使えるように、今は使えま

せんので、それも使えるということで、最新型に替えていきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 給食センター所長。 

○給食センター所長（春日良太君） それでは２７１ページ、車両購入についてご説明

いたします。まず、現在のトラックの状況ですが、現在使用しているトラックは平成１

１年１月に防衛調整交付金を使用して納入したトラックでございます。令和４年１月現

在で走行距離は２２万６０００ｋｍを超えております。現在は、浜中中学校、茶内小学

校、茶内中学校の３校に給食を配送している車でございます。この車は２３年経過して

おりまして、かなり老朽化も進んでおり、ボディーに腐食等で穴も若干空いている状況

ですので、令和４年度で更新をかけたいと考えているものです。次に、新しいトラック

については、また同じ仕様の３ｔトラックとなります。財源についても、また防衛調整

交付金を使用する予定で財源充当額は６７０万円、残りは一般財源で購入する予定でご

ざいます。納入時期なのですが、今、業者に確認しているところ発注から約７カ月から

７カ月以上かかると、先のスクールバスのくだりもありましたけれども、今の車業界、

全体的に生産が遅いみたいで結構かかると言われています。車検の時期が１月１２日で

車検を迎えるものですから、通常６月の議会後に契約をすると１月末まで、もしかそれ

以上かかってしまうので、うまく年末もしくは１月１８日ぐらいまででしたら冬休みで

すのでスムーズに交換が行えると、３月末になれば、それは春休みでスムーズに交換を

行えると思いますが、基本的にはもう７カ月と言われていますから、次回の車検分はも

う委託料の方に予算は見て使わさると考えて予算は取らせていただきました。なので、

交換まではずっと今の車両が使えますから、来た段階で即時交換をするという格好でい

きたいと考えております。 

続いて、２７１ページの学校給食助成金についてです。これについては、まず対象に

なるのが根室市教育委員会と協定を結び、浜中町内に在住している区域外を就学する児
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童生徒、これ具体的に言うと根室市立厚床小学校と中学校の児童生徒となります。もう

一つが、身体等に障がいがあり、町内の学校環境では受け入れる環境がなく、やむを得

ず他市町村の養護学校等に区域外就学をする児童生徒、これも具体的に言うと釧路養護

学校の小中学校の生徒になります。令和４年度は、根室市立小学校の児童が１名、根室

中学校の生徒が１名、釧路養護学校の小学校児童が２名、釧路養護学校の中学校生徒が

１名の５名分。小学校については４万６４００円の３人分、中学校については５万４０

００円の２名分で２４万７２００円となり、２４万８０００円という予算になっており

ます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） 予算書全般にわたる、特に役務費、それから委託料

もだと思うのですけれども、そちらの名称の変更に関わってのご質問にお答えをさせて

いただきます。各課において細節の変更というものは行ってきているのですけれども、

今年度において、細節、細々節がこれまでと同じ内容であるにもかかわらず、名称が統

一されていない項目等も多く散見されたものですから、予算管理上、それから予算編成

上、財政担当のみならず、各課においてもしっかりと予算完了ということで統一化を図

った項目が教育費に限らず全般にございます。ただし、議員おっしゃいましたとおり予

算書ベースで見ますと、変更内容というものが見えてこないと言ったことは、私も十二

分に理解できます。今後におきましては、例えば、予算書を補正で変えるということは

ございませんので、予算書配布時に、例えば、変わった部分については、当然今後も統

一化というのはまだ全部済んでいませんので、新旧比較表も一緒に議員の皆さんにお渡

しするという取り組みをさせていただきたいと考えておりますので、ご理解いただきた

いと思います。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ごめんなさいね。自分で聞いて数ありすぎて、２回目が見つけ

られなくて。すみません。２２３ページのパソコンの５年リースの件であります。これ

１年間リース料として４０４万２０００円。他の中学校もそういうことになろうかなと

思うのですよ。それで先ほどの説明で、これを購入した場合の金額を５年間で割り返す

と、およそこの額になるという説明でありました。それを５年間リースという形で契約

していくという説明ではありましたけれども、パソコンの金額は、私はノートしか持っ

ていませんので、正直分からないのですけれども、これは買うよりは安くなるという考
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え方でいいのですよね。例えば、同程度の金額だけれども、保守点検で機種が古くなる

場合も考えると、リースの方が経済的であるという考えでいいのかどうか。再度、答弁

いただきたいと思います。 

それと２２７ページの修学旅行です。分かるのですよ。これは言わんとしていること

も分かるのですけれども、ただ、扶助費を受給されるにあたっては、例えば、非課税世

帯であったり経済上大変な世帯であるからこそ、子供の修学旅行費を扶助費として支給

しますという建前でやっているわけですよね。今回は町独自でやろうとしているのは、

それ以外の児童生徒の保護者負担を少しでも軽くしようということで、扶助費の半分を

支給させてもらうということなのですよね。それは、重々承知しているのですよ。ただ、

そこがどうもこうすっきりしないというか、要は国の事業として貰っているから町教委

としては補助しませんよという、そこの考え方がどうなの。補助は、町独自の事業なの

だから、一律に補助したらというのが私の考えなのですけれども、それは行政の考え方

で必要ないと、経済的にも扶助されるのだから問題ないということでいくっていうので

あれば、これ以上もうどうしょうもありませんので、問いませんけれども、再度答えだ

けいただいておきます。 

あと２４３ページ、高校事務長から大変詳しく説明いただきました。それで、学習支

援という枕がついているのですけれども、事実上、教員の負担軽減というイメージが強

いのかなというふうに理解します。ただ、この学習支援クラウドサービスというのは、

ネット見てもこのとおりの名称で出てくるので、学習支援クラウドというものでしょう

けれども、聞いてよかったです。要は教員の公務的な部分もかなりあるのかなというこ

とで理解いたしました。２点、再度答弁いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） ２２３ページのパソコン借上料につきましては、先ほど議

員言われますとおり、この他に保障パックとか、トラブルサポートとか、そういうもの

もセットされておりますので、ただ単にパソコンを購入するよりもメリットあるのかな

と考えてございます。 

それと２２７ページ、修学旅行の補助につきましては、今回こういった形で提案させ

ていただきました。一応、これで何とか進んでいきたいと担当は思っておりますけれど

も、今後何か不都合といいますか、保護者の方から色んなご意見等ありましたら、また

協議しますけれども、取り敢えずやってみなければ分からないですし、この方向で取り



 - 42 - 

敢えずスタートさせていただきたいと思いますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１０款公債費の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１１款給与費の質疑を行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） １点です。給与費の中で会計年度任用職員給料２７５４万円で

すが、これは俗にいうパートタイムとフルタイムがおられるのだろうと思いますが、そ

れぞれフルタイムが何人か、パートタイムが何人か、お知らせいただければと思います。

よろしく。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君） お答えいたします。それぞれの課に会計年度任用職員が配

置されておりますけれども、フルタイムについては１６人、パートタイムについては１

０３人の合計で１１９人の配置となってございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 総計で１１９人、フルタイムの方が１６名おられるということ

であります。いわゆるその一般職が１４０人近く確かおられると思うのですが、職員で

賄いきれないものを補完するために、会計年度任用職員を使うというのが基本だろうと

思うのです。そういった中でこのフルタイムの会計年度任用職員が、恒常的に存在して

いるということ、いわゆる補完出来ない状況が生じたときにこういう職員を採用すると

いうのなら、パート含めて必要かなと考えるのですが、そうではなくて恒常的に会計年

度任用職員を対応し続けるという、こういう姿というのは本来どうかというそういう気

はちょっといたします。本来で言いますと、職員の定数については、これだけの仕事を

する度にどれだけの職員が必要かという基本のもとに定員管理というのはされるので、

確かそうですよね。それで間に合わないから会計年度任用職員を恒常的に十数名雇用す

るというのは、この状態を続けることは、私の感覚からするといかがなものかなと。一

般職というものと会計年度任用職員は待遇面で以前よりは良くなりましたよ。ただ、本

質的に違うのは、会計年度任用職員の昇給は基本的にないですよね。補正予算でもちょ
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っとお話ししましたが、一般職よりも低いレベルで報酬が与えられていると。一般職は

上回らないということが前提だというような、確かそのときはお話でした。だけど、会

計年度任用職員という方々の年収で言いますと、２００万円を切るか切らないか。その

程度の年収だと考えられます。自治体における、昔は臨時職員と言いました。今は会計

年度職員という名前に改まりましたが、こういう方々の待遇はいかがなものかというよ

うなことが話題になったことがあったと思います。それで、あえてこういう手当を出し

ます、共済どうのこうのということはやったのですが、果たしてこれだけでいいのかな

と。仕事だけをフルタイムでやってもらいます。でも昇給もありませんから、年間の給

与としては、２００万円を切りますよという話になってくると俗にいう自立できない、

ちょっと前で言いますとワーキングプアに近いような待遇じゃないのかなと。会計年度

任用職員の多くは、恐らく女性の方だろうというふうに私は想像します。実際男性の方

おられるかどうか把握していませんけれども、こういう状態でずっと続けられるとこと

は、ここで採用された女性の方々が本当に今、世間で言う女性活躍と言われる、そうい

う話に結びついていくのですか。いつまで何年経っても私はこれぐらいの給与しか貰え

ないし、これで私が何をしようとかというそういう向上心が芽生えてこないとか、色々

な面でどうなのだろうなという気がちょっとします。こういうようなことから、町とし

てはしっかりとした、先ほど言いましたが定員管理をすると。ずっと定員管理に関して

は、放置しているというか、あまり手をかけていないのですね。実際問題は。何となく

職員の増減だけを気にして、一体これからどれだけの業務量に、どれだけの職員数が必

要だと。そうしたら、この際こういうものはやめて、しっかりとした採用数というか、

職員数を確保するという基本的なところにあまり至ってないというふうに思います。改

めてこういう状況が今後もずっと続けられるのか、それとも定員管理をしっかりと見直

し、今後の自治体が担う業務というものが複雑化、多様化して必要な職員が、本来はも

っとこれぐらい要るのだというものがしっかり出されて、それに見合う採用をしっかり

とするということも含めてお考えにならないかどうか。そこだけ聞いておきたいと思い

ます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君） お答えいたします。まず、会計年度任用職員の一般的な業

務につきましては、一般事務であったり、現場であったりで内容が多少違ってくるので

すけれども、基本的には職員と同等の業務ではなくて、あくまでも職員のサポートにあ
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たっていただいているということでございます。人数が少ないので恒常的に採用してい

るということで、その仕事を職員の代わりにやっていただいて、職員と同等の責任だっ

たり、そういうことを担っているということはないと思っています。今の定員の問題あ

りますけれども、定員管理計画については、本町は３年計画で令和３年から令和５年で

策定しております。確かに、管理条例から定員適正化計画とはだいぶ人数の乖離ござい

まして、その精査についてはまだ完全に済んでないというか、今回機構の見直しもあり

色々と動きがありましたので、そういうことが終わってからまた改めて考えていきたい

なと思っていたところでございました。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 今、機構改革もあるから、それ終わったら改めて考えるという

ようなお答えもありました。それはちょっと私から言わせると違うのではないのかな

と、機構改革って何のためにするのだろうかと。本来は向こう側にある住民に対して、

どれだけのことをどうするかということを基本に置いて、機構はこういうふうにします

ということが基本だろうと思うのですよ。そうすると、そのサービスを提供するために

先ほど言いましたが、どれだけ人がいるのだということが基本にないといけないのでは

ないですか。順序が逆だと思います。極端なこと言いますと、一般職で採用されて年数

が経つと係長職に昇級しますよね。係長の下に係はいるのですか。いるのは会計年度任

用職員じゃないですか。こういう状態が先ほど言いましたサポート的と言いましたよ

ね。係長の下に会計年度任用職員を置いて係長のサポートしているのですか。係のサポ

ートしているのなら話わかりますけれども、係長のサポートをしているという話になっ

てくると職務上ちょっと違うと思いますよ。その辺はしっかりと現状と基本的な考え方

含めてもう一度しっかりお答えいただきたいと。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（齊藤清隆君） ご質問にお答えしたいと思います。まず、会計年度任用職員

の関係でございますけれども、制度に則って雇用はしております。議員言われるとおり、

恒常的な雇用というところはどうなのだ。フルタイムでありながら正職員と同等の仕事

をさせといて、処遇は、待遇はどうなのだというところだと思うのですけれども、まず

総務課長の方から機構改革の話もございましたが、まずは一般職として業務を担う上

で、住民福祉の向上、それから行政サービスと言ったところが最大の争点になろうかと

思うのですけれども、それを目指してまずは配置含めて考えております。管理職がいて
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その下に会計年度任用職員といった課も現在ございます。またさらに係長がいるのに係

がいないというところもあります。それは年度末もありますけれども、管理職との面談

も含めて、今の業務の現状も含めて話し合った上で今日まで来ているというような配置

だと思っています。人員的によっては適材適所というところもございますし、それで満

たなければ会計年度任用職員に頼まざるを得ないという現状も踏まえて、今後も定員管

理計画も含めて再度厳正に見直していかなければならないことだと思っております。い

ずれにしましても、議会始まる当初から人材不足という話もございます。人材不足の中

で数年後、例えば、５年後の退職者の人数も含めて人員計画も詰めなければならないと

いう現状もございますので、今一度見直しはかけますが、当分の間は会計年度任用職員

に対しての恒常的な使用というのですか、採用に対しては続くだろうと思っておりま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） よろしいですか。 

１０番渡部議員。 

○１０番（渡部貴士君） ２７５ページ、教員の住居手当の件についてご質問をさせて

いただきます。今、転勤の時期になりまして、それに伴った転居の相談を受けています。

今、小中高を合わせて教員の方が何人で、教員住宅が何軒、教員住宅の中では使用して

いない、できないものもあると思うのですけれども、それも何軒なのか教えていただき

たいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） まず、私の方から義務教育の方の関係でお知らせいたしま

す。義務における教職員は現在９０名でありまして、教員住宅の保有住宅は６７戸にな

ってございます。現在使用している住宅につきましては、４５戸となっておりまして、

使用できないといいますか、老朽化が激しく使用していない住宅がございます。それが

２２戸となっております。９０人のうち、教員住宅を使用しているのが４５人、残りの

４５人につきましては、町内外の自宅、または町内外の借家を利用しているという状況

になります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 高校事務長。 

○高校事務長（中田昌浩君） 教員住宅の件で、高校の教員の内訳をご説明いたします。

高校教員は全部で１７名、教員住宅に入居されている方が１３名、そして民間アパート

に入居されている方が３名、そして自宅から通勤されている方が１名の１７名です。以
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上です。 

○議長（波岡玄智君） 渡部議員。 

○１０番（渡部貴士君） ９０人教員の方いらして４５人が教員住宅という。分かりま

した。それで僕は賃貸をやっている関係からお問い合わせを随分いただいているのです

けれども、住居が足りないということで伺っています。今もご利用いただいているので

すが、総数的に足りていない。去年もこういう質問というか、お話しさせていただいた

と思います。それで町の対応として、この教員住宅を改修して対応するのか。それとも

学校の先生が自分で転勤してくる前に部屋を確保してくださいという対応なのか。あ

と、今も町外から何人か通われているということでしたら、その方々の都合があるなら

いいと思うのです。例えば、子供が釧路の高校が近いからお父さんが先生だから浜中ま

で通うという、そういう家庭の事情もあるかと思うのですけれども、先ほども新任とい

うか若い先生が多いという話があった中で住居がない、ましてや住宅が古いとなると仕

事のモチベーションの部分にもちょっと関わってくるのかなと思いました。それで、比

較するのもこれ失礼な話だと思うのですが、医療のドクターの住居は新しくされると

か、検討されているようですけれども、今、学校の先生の住居に対しても、ちょっと対

応というか、古くて使用できないのであれば、直すか、新しく建てるか、昔、僕が子供

の頃は独身寮といって学校の先生が使用している住宅ありましたよね。今、僕もまだ独

身ですけれども、若いときに生活というか食事の準備からするのは大変だった思いがあ

ります。あと、わりと年齢的に若い方だと綺麗な住宅に住みたいというのもあると思う

のですよ。という意味で、もうこの時期になって予算を付ける、付けないよりも住居が

あるのかどうか。もう来月異動になると思います。その中でもう町内に住宅がないので

あれば町外から通ってくる方いると思うのですけれども、その実数のところもお知らせ

ください。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 教員住宅に関わって人事異動に伴う住む場所の関係だと思

います。一応、この時期はすでに学校の方に通知しているのですが、異動の具体的な内

示が出ていますので、異動する先生方にある程度どこに入っているのか把握してござい

ますので、その後、住宅それと民間で借りている住宅等をしっかり把握してございます。

各学校におきましては、次に来る先生がどういう住環境望んでいるのかという調査もか

けております。具体的に教員住宅に入りたいのだけれども、ちょっと見せてということ
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で見ている先生もいました。その中で、先ほど議員も言われますとおり、やっぱり家族

構成とか家族の部分で、どうしても通わなければならないとか、浜中町に移って来られ

ないとか、そういうようなケースも実際にございます。また、若い人については、今ま

で学生でアパートに入っていて自由に生活していたような生活をしていると、やはり民

間アパートに入りたいという意思も多々あります。言われたとおり教員住宅はやはりだ

んだんと古くなっていきますし、そういった部分では事務局としましては、与えられた

修繕料の中でお風呂を直すとか、色々と委託をかけながら大工さんに直してもらうとか

手をかけているのが現状でありますが、ただ、本当に古い昭和の後半に建てた住宅につ

きましては、もうこれ以上手が付けられないという状況の住宅もあります。それについ

ては、もうできるだけ入れないようにして、逆に民間アパート紹介するというような形

をとらしていただいております。町内におきましては、茶内を中心に民間アパートが非

常に多く建てられておりますが、実はそちらのアパートも最近、例えば、大手の会社さ

ん、具体的に言うとタカナシ乳業さんとか、それと農家さんが株式会社経営して牧場を

大きくして従業員を使っていると、その従業員さんがそういったところに入るとかで、

民間アパートもひっ迫している状況がありますので、教員が抜けた後には必ず教員を入

れるというやり方で対応しています。あと、実際に先生方につきましては、共稼ぎとい

いますか、同じ職場といいますか、先生やっている同士でもありますので、教員住宅以

外に奥さんの勤務先の住宅に入っているとか、そういうケースも実際にございますの

で、長くなりましたが町内における入れる施設についてはしっかり手直しをかけながら

住んでいただきたいと考えていますので、ご理解お願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 渡部議員。 

○１０番（渡部貴士君） 今のご答弁の中で、古くなった教員住宅には改修必要だとお

っしゃっていましたけれども、これは民間も一緒なのですよね。退去する時期、大体こ

の時期です。転入してくるのもこの時期で、清掃ですとか、あと鍵の交換、今日出て明

日入ってくるということもなかなか難しいので、できればその間の予備部屋というのが

あるとスムーズなのかなと思いました。ただ、やっぱり私たちも民間のアパートも修繕

は必要です。古い新しいに限らず清掃ということも必要ですし、あと町内には空家、こ

れからの空家バンクも企画財政で創設されるということで、民間のそういう住宅を教員

住宅に利用することも含めてというか、教員住宅に関しては僕も対応できればお手伝い

させていただきたいと思うのですけれども、タイミング的にちょっと難しくなったりも
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します。実際に昨日、民間の方からお問い合わせがあったのですが、お断りさせていた

だいているのですよね。まとまらなくなったのですけれども、次に空家バンクを改修し

て、空家自身をその職員住宅ですとかにするというお考えとかはいかがなのでしょう

か。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） ご質問にお答えをいたします。今年度から空家バン

ク制度を始めていくといったところでございますが、空家バンクに実際に登録される件

数、住宅の状況といったものが関係してくるかと思いますけれども、基本的には先生の

異動も移住ということになるのかもしれませんけれども、やはり広くその点に関して

は、浜中町に来られる方々への住宅として紹介していきたいと考えております。また少

し補足しますけれども、教員住宅の関係でございます。老朽する住宅を改修すると１戸

当たりやはり１５００万円、２０００万円かかってきますから、先の医師住宅のプロポ

ーザル方式のように民間の方々の知恵もいただきながら、職員住宅に関してもそういっ

た方向を考えていきたいと思っておりますのでご理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１２款予備費の質疑を行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 予備費、今年度も５００万円計上されています。３月補正でも

５００万円が不用額として減額しています。この予備費、私はあまり記憶が定かじゃな

いので、昔やった記憶があったと思うのですが、なんせ長い年月が過ぎていますので、

覚えておりません。改めてお聞きしたいのですが、今年度の予算総額は７９億数千万円

ですよね。これに対して、予備費が５００万円。これはどういう根拠に基づいて、この

額を算定されているのか。それと基本的に予備費を計上しなきゃいけないという決まり

の何かがあったような気がするのですが、その辺をお知らせいただきたい。この予備費

がもし必要に応じて活用できる、利用できるというようなものがあるとすれば、それは

具体的にどういう場合なのか。その辺ご説明をいただければと思います。よろしくどう

ぞ。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） ご質問にお答えをいたします。まず、予備費の５０
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０万円の根拠があるかという点についてでございます。こちらについて定めは実際のと

ころございません。ただし、釧路管内の他の町村の予算規模からは、概ね同じぐらいの

予備費の設定をしていると。一般会計に限ったことでございますけれども、そういった

形で予算化がされているというふうに確認をしているところでございます。次に、予備

費の計上の決まりでございますけれども、予備費につきましては地方自治法第２１７条

の規定に基づいて一般会計は、必ず計上しなければならない。特別会計についてはその

決まりはないのですけれども、計上の法的な決まりがございます。予備費の使い方とい

う点について、ここ１０年を見ますとそんなに活用された案件はないのですけれども、

例えば、今回３月補正の後、急遽予算が必要になった不測の事態という場合に予備費を

活用できるというところが１番分かりやすいのかなと思うのですけれども、いずれにし

ても不測の事態に対応する予算ということで捉えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） まず、５００万円の根拠は、管内の町村みんなその程度だとい

う。それは適当な答えだったのかなと。ちょっと違うのではないですか。各町村の一般

会計の予算総額はそれぞれ違いますよね。予算額が違ったら予備費の額も恐らく違うの

だろうと思いますが、うちの町もそうですが、大体この程度計上しとけばいいのだとい

う感覚でやっておられるのではないかなという、今の答弁ですとそういう受けとめ方を

してしまいます。それを使うことができる、例えば、今課長お答えになりましたが、急

遽必要となったという話をされたと思いますが、基本的に急遽金が必要だったから予備

費を利用するというようなお答えだったのですけれども。もう３月補正で令和３年度分

は減額してしまいまして、もう死んでいますよこの予備費は。これから３月３１日まで

に何か不測の事態が起きたからといって、予備費は生かしてないですよね、もう殺しち

ゃったのですからね。流用もへったくれもないですよ。使いようがないですよ。無いの

ですから。少なくたってそういう部分でいうと、予備費というものの性格からいって、

先ほど課長の説明からいうと、予備費を３月補正で全くゼロまで減額してしまうという

のは、不測の事態に備えるという先ほどの答えからいうと全く似つかわない話になりま

せんかね。過去１０年ぐらいで１回ぐらい使ったかなというのはお答えもあったかと思

いますが、果たしてどうだったかなと今お答え聞きながら昔を思い出しました。その当

時の予備費というのは、１００万円でした。だから、１００万円の予備費は何に使いよ

うがあるのですかという話で、この額の計上でいいですかと質問したような気がしま
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す。やっぱり一定の額が必要だということは、お分かりになっているのでしょうけれど

も、不測の事態が生じたということに対して、この予備費をどうやって利用できるかと

いうことに対する各課の認識が違えば、生かせるところも生かせなくなると。いわゆる

当初予算で承認された予算が、いざ施行しようとしたときに、例えば、不足額が生じて

しまったと。当初予算。該当する既定予算がそこにない。どっかの予算を流用しようと

思っても、その部分も使えないっていったときに、その額が予備費の大枠を超えてしま

うのであればこれまた別ですが、超えない程度であれば、それを一旦流用して執行をつ

つがなくするというのは、必要じゃないですか。例えば、３万円５万円既定予算で足り

なくなりました。でも他の予算を流用する状況にないです。その時にこの執行を遅らせ

て補正予算を組んで、臨時会なり定例会に上程して、そこで承認を得てからでないと執

行できないというようなことしか、これまでの経過から言うと原課では考えられないの

ではないですかと。実はこれだけ足りなくなったのです。既定予算が流用できる予算も

ないので、何とかこれを使わしてもらえないかというそういうような話があったとき

に、分かった対応をするということができるのが、私の感覚としては本来の予備費のあ

り方だと思っているのですが、あまり使ったことがない予備費なので触れたくないとい

う、そういう部分はあるのかもしれませんが、この予備費というのは何のために予算計

上しているのかということも含めて考えますと、今後、不測の事態というものをどう捉

えるかを含めて、しっかりと見直すことも必要かなと思いますが、その辺どうですか。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） ご質問にお答えいたします。流用が不能な場合につ

いて、今議員おっしゃったとおり、補正予算そういった予算提案まで、例えば額的にも

乗り切っていけない場合は当然そういったことが生じてくるケースも当然ございます。

そういった場合についてはやはりこの予算化されている予備費、こちらの活用もしっか

りと考えながら、今後、予算運用を進めていきたいと考えております。 

○議長（波岡玄智君） 次ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、歳入１０ページ、第１款町税の質疑を行います。 

この際暫時休憩します。 

（休憩 午前 ３時０１分） 

（再開 午後 ３時２９分） 
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○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２ 議案第１７号の質疑を続けます。 

歳入１０ページ、第１款町税の質疑を行います。 

２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） １点だけ、１１ページのたばこ税について伺いたいと思います。

本年度予算４９１３万５０００円で、前年度の当初と比べて１６２万７０００円増額と

なっております。納税している身としては、いいなと思ってはいたのですけれども、た

だ、今回の９号補正で同様の納税が７０６万３０００円の減額補正ということになって

おります。これについては、色々な要因があったのだろうと思うのですけれども、少な

くてもこの税収として見込むには大きな９号補正での減額かなと思うのですよ。それ

で、予算を編成する上で年度末にどれくらいの税収が見込まれるのかということを鑑み

て、新年度の予算を多分作成されるのだろうと思うのですけれども、その上で１６２万

７０００円が前年度当初より多く見込まれるよという根拠を示していただきたいと思

います。 

○議長（波岡玄智君） 税務課長。 

○税務課長（梅村純也君） まず、たばこ税の予算の見方なのですが、今回の４年度当

初予算でいきますと、４月から１月末までの１１カ月間を実績としてまず捉えまして、

それに前年度の実績２月３月を足すというような方法で見ております。それによって限

りなく翌年度の実績に近くなるとは思っているのです。ここで当初と３月補正で減額し

た分との差ということになってきますが、実は令和２年度の実績が多かったということ

に伴いまして、令和３年度の当初も同じような見方をしたら、ちょっと多く見過ぎてし

まったというようなことになります。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 予算を立てる上で根拠というか、今説明いただいたとおりの予

算の立て方だと思うのですよ。ただ、１年間の予算を３月の当初予算で歳入歳出同額に

なるように見込むわけですよね。その上で来年の３月議会でどれくらい減額されるのか

というのは、全くの未知数にはなるのですけれども、少なくとも増額というものは、無

理なのではないのかなと思うのですよね。１月末での税収の実績として、２月３月の税

の収入状況を見極めて予算を編成するということなのですけれども、単純に７００万円

が歳入で減額なったとしたら、当然歳入が足りなくなるよということには多分ならない
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でしょう予算編成上。７００万円あったら他の事業も見込めるわけですよね。例えば５

００万円でできる地域の事業補助だとか色んなことが見込まれる中で、やはりちょっと

見込みをするにはちょっと大きな開きがあったのではないのかなと思うわけですよ。そ

れについて、次年度からしっかりという答えしかもらえないのだろうけれども、とりあ

えず答弁を求めなければならないので、再度、２月３月の税収の見込みという見方を伺

っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 税務課長。 

○税務課長（梅村純也君） お答えいたします。本当に予算の見方としては、議員がお

っしゃるとおりだと思います。これまで例年同じような予算の作り方をしていたもので

すから、こういった事態になってしまいますけれども、まさに入るを量りて出ずるを為

すということわざがありますように、まず、歳入予算というのは、固く固く見ていなが

ら、特にたばこ税の場合は昨今の喫煙者数の減少というものもありますし、そういった

要素も含めながら固くしっかりと見ていこうと思っております。よろしくお願いしま

す。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第２款地方譲与税の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第３款利子割交付金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第４款配当割交付金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第５款株式等譲渡所得割交付金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第６款法人事業税交付金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第７款地方消費税交付金の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（波岡玄智君） 次に、第８款環境性能割交付金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第９款国有提供施設等所在市町村助成交付金の質疑を行

います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１０款地方特例交付金の質疑を行います。 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１１款地方交付税の質疑を行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 地方交付税ですけれども、普通交付税の算定については、地財

計画上の通常３．５％伸びるという説明がありまして、このような予算計上になったと

いうことですね。それで、留保財源が５３００万円しかないということで、今後、追加

事業だとか、あるいは災害は別に特別交付税とかでみられる部分もあるのですが、不測

の事態が生じたときに手当てする財源が５３００万円では足りないのではないかなと

思っています。それで、この後出てくる繰入金の部分を見ると、俗に言う財政調整基金

が約４０００万円しかないと。それとふるさと納税の基金も４０００万円ちょっとだっ

たと思うのです。ふるさと納税についてはもう歳出で繰入額を見ていますから、非常に

少ない留保財源だと思っているのですけれども、今後の増える要素とか、今年度は普通

交付税では３億１７００万円増えている。去年から見ると。その増えた要因と留保財源

に対する今後不測の事態が出たときの対応の仕方というのを聞いておきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） まず留保財源の関係から先にお答えをいたします。

例年に比べ留保財源５３００万円ということで補足説明でも説明をさせていただきま

した。総額見てみると、予算総額も３億円近い増で、それぞれの基金取り崩しと目一杯

みた中での予算組みをさせていただいて、当然、今後の追加事業といいますか、そうい

ったものに対するご心配もあろうかと思いますけれども、まずは今回の当初予算で計上

した事業については、例えば、財政調整基金を一部活用するとか、そういった形でやっ

ていきたいと今のところは考えておりますのでご理解をいただきたいと思います。ま

た、地方交付税の３億円近い増につきましては、一部臨時財政対策債の関係についてそ

の分が減っている。併せてというところも要因としてはございますけれども、やはり、
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地財計画３．５％というところも大きな要因かと考えておりますので、その点ご理解い

ただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） おおよそ分かりました。財政調整基金が今３億９０００万円、

約４億円あるので、今回使っているのは８６００万円ですよね。そうすれば３億円はま

ず残っていると。まあ大丈夫だという見込みでいていいということでしょうか。それだ

け。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） 議員おっしゃいますとおり、そのように考えていた

だいて構わないと考えています。以上です。 

○議長（波岡玄智君）他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１２款交通安全対策特別交付金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１３款分担金及び負担金の質疑を行います。 

よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１４款使用料及び手数料の質疑を行います。 

○９番（落合俊雄君） 総務使用料に関して、公の集会施設使用料１４３万８０００円。

これコロナ禍というか新型コロナウイルス感染症が発症してからもう３年目に入って

います。そういった中で使用料が見込めるものなのか。今年度の実績見込みはどうなっ

ているのか。今、まん延防止措置が連休明けに解除されるという報道が一部ありますが、

またいつこういうことが繰り返されるか予測不能なところもありますので、果たしてこ

の根拠がどういったものなのか。ご説明いただきたいと。 

その下に町営バス使用料というのが１２７万９０００円とあります。これは町内で運

行しているバスの使用料だと思いますが、これも現状について３年度どれぐらいになる

のか、４年度はそれに比較して大きく伸びるという予想なのか、現状と変わらないとい

う話なのか、その辺だけお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君） お答えいたします。１５ページ、公の集会施設の使用料に
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関してでございますけども、このコロナ禍で集会施設の利用も減っている状況でござい

ます。今年の状況はほぼ予算通りというか、減額するほどのものではなかったところで

ございます。来年度の見込みですけれども、例年同様の予算を組ませていただきました

けれども、今年に関しては、また通常通り戻って使用できるという期待も込めて、例年

と同じような見込みにさせてもらいました。施設については、茶内コミセン、漁村セン

ター、姉別農村環境改善センター、浜中農村環境改善センター、そして、その他の使用

料を併せまして、全部で１４３万８０００円の前年同様の見込みでございます。 

続きまして、その下の町営バス使用料でございます。今年度の実績ですけれども、ま

ず、現金の収入はまだ３月末ではないので、２月末までの１１カ月の実績を基に算定さ

せていただいております。今年につきましては、現金で５６万８２００円、バス券で２

４万７７００円、定期券で３５万５９００円の合計で１１７万１８００円。この今年度

の２月末までの１１カ月分の実績を基に来年度の見込みということで、まず現金につい

ては２８９５人の予定で５７万９０００円を見込んでおります。バス券については３６

２人の予定で３６万円。定期券につきましては１６２人の予定で３３万９１５０円。合

計しまして１２７万９０００円、この２月末までの実績より少し多いような見込みで計

上をさせていただいております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 今年度と４年度の見込みについて、今、お話とお答えいただき

ました。今の答えの確認なのですが、バス券で２４万７０００円程度のものが３６万円、

定期券が３５万５０００円のものが３３万９０００円と定期券が減るという予測にな

ったようなお答えだったのですが、確認ですがそれで間違いないですか。この定期券と

いうのは非常に割安のはずなのですが、何故これが伸びないということになるのか。本

来であればこれがもっと増えた方が利用する人にとっては得なはずなのですよね。１回

１回使うよりは定期券を買った方が得だよというのは、普通に考えて分かる話なのです

が、定期券が減るっていうのは一体どういう状況から、こういう予測になっているのか。

その辺だけお答えをいただきたい。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君） お答えいたします。来年度の見込みについては、今年度の

実績を見込みまして計上させていただいております。前年度は前々年に始まったばかり

でちょっと予測が付かなかったものですから、ちょっと多めにと言いますか、そういっ
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た予測で算定させていただいています。その結果、今年の実績が出ましたので、その結

果で算定させていただいております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） １７ページ、町営住宅使用料に関して伺います。まず、現年分

３５３６万３０００円ということで、前年対比２９１万４０００円減の計上でありま

す。９号補正でも伺っているのですけれども、入居者は１４名が前年度は当初見込みか

ら減ったことによる減額ですという説明だったかなと思います。今年度、使用料を見込

む上で当然入居者数イコール家賃といいますか、使用料の総額に収納率９７％ですか、

それを掛け合わせての予算計上かと思いますので、その辺の数字的なものをまず示して

いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君） お答えいたします。来年度の現年分の調定額は、去年の１

１月末の調定額を基に算定しております。その時点で３６４５万７４００円に９７％を

掛けまして、３５３６万３０００円という額になります。１５９件分です。昨年当初の

時点で１７３件から１４件減になった現状の１５９件を基に算定しております。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） それで町有住宅使用料に関しましては、毎年のように現年分で

も未収金が発生しているという状況であります。前年度の決算の中でも抽出いたしまし

て、委員長からの口頭報告という形もとらせていただいております。その中で住まわれ

る方は、決算委員長も申したように権利と義務、権利があるからには家賃を支払うとい

う義務がある。当然のことがありますよということを再度入居者の方に知っていただ

く、認識していただくということがまず大事だろうと。その上で担当の職員が仮に何カ

月か滞納が出た場合には相談しましょうということで働きかけているのだと思うので

すよ。それでもどうしても残ってしまうということですよね。それで例えば、民間で言

えば、２カ月３カ月滞納したら、当然出てくださいというような措置になるわけですよ。

町営住宅ですからそこまでは多分無理でしょうけれども、ただ、住んでもらうという福

祉的な意味もあるので、そこまでは求めませんけれども、やはり義務を認識してもらう

とともに、２カ月３カ月どうしても払えないのだということで、せめてその相談に応じ

た方については、それはしっかり聞いて猶予ということもあるのかなと思うのですよ。
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ただ、中には相談にすら応じてくれない。入居者が滞納を残しているという実態もある

わけですよね。だから、やはりこの滞納の部分はともかくとして、原則その現年分に未

収金を残さない、滞納を残さないということで取り組んでおられると思うのですけれど

も、義務と権利をどういう方法でそういう面を回収していくのかということは、決算委

員長からの報告からしばらく経っていますので、内部で協議されているかと思いますの

で、その協議内容について説明いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（赤石俊行君） お答えいたします。議員申し上げているとおり、決算審査

でご指摘があった件でございます。その後も多額の滞納者も併せまして、毎月交渉に行

っております。その結果これまでより、例えば、１カ月ずつという約束を２カ月ずつに

してもらうだとか、今より多く納めていただくように努力を重ねております。また、納

入方法についても現金引き落としにしていていただくような交渉を繰り返しておりま

す。まだこちらの方は形になっておりませんけれども、引き続きずっと努力をしており

ます。こういったことを繰り返し、滞納を少しでも減らしていけるように、引き続き頑

張っていきたいと思っております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） １点気がかりなのが、新年度から公営住宅等、公の集会施設の

部署が建設課に移るということで、当然しっかり引き継ぎはされるのでしょうけれど

も、担当も変わる可能性もあります。それで繰り返しますけれども、収納に相談にすら

応じていただけない方については、原課の担当者だけじゃなく、場合によっては理事者、

あるいは副理事者に同行してもらって、少し強い姿勢を見せることも大事なのではない

のかなと思うのですけれども、部署が変わる引き継ぎも絡めまして、今後どう考えてお

られるのか再度確認いたします。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（齊藤清隆君） お答えいたします。４月から機構改革で部署も変わるという

ことで建設課の方に移りますけれども、事務の引き継ぎも含めましてその辺はしっかり

とやっていくのと、今議員言われたとおり、必要であれば理事者、副町長の方にもとい

う話でしたけれども、その辺も含めて新体制のもと協議してまいりたいと思っています

のでご理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１５款国庫支出金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１６款道支出金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１７款財産収入の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１８款寄附金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第１９款繰入金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第２０款繰越金の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第２１款諸収入の質疑を行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） １点３３ページになります。受託事業収入、農村私道除雪受託

事業収入３００万円です。私も失念しましていつからこういうふうになったのかちょっ

と分からないですが、以前はもうちょっと低かったような気がしているので、これが増

えたのはどういうような算定方法等に変わったのか。利用者が増えたのか。その辺をに

ついて、確か以前は２００万円あるかないかだった気がするのです。私の記憶ですから

当てになりませんが、その辺については、この際ですからお知らせをいただいておきた

いと思います。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君） ３３ページの農村私道除雪受託事業収入に関してのご質問

にお答えいたします。議員おっしゃいますとおり、以前は農協さんの組合員、それから

酪協さんの組合、それから一部酪農地帯に住む方の私道の部分、除雪をさせていただき

まして負担金という形でいただいておりました。ただ、負担金の合計が除雪の原価に対

してかなり低額であるというようなご指摘もいただいて、積算方法というのを建設課の

内部で調整をいたしました。その結果、重機１台当たりが動く基本料というのをいただ

くということで、基本料プラス負担金という計算方法に見直しまして、令和２年から予



 - 59 - 

算額を３００万円ということに引き上げまして、３００万円の中で負担をいただいてい

るということでございます。ちなみに３００万円に上げまして、令和２年度については、

基本料１１１万６５００円、負担額１６５万６７００円ということで２７７万３２００

円のご負担をいただいたということでございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 令和２年度２７７万円なにがしというお答えであります。新年

度３００万円にした理由は、何かを改定して負担を更にしていただくという形を予定さ

れているのか、それともこれを利用されている方が増えると見込んでの３００万円なの

か、その辺についてお答えをいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 渡部課長。 

○建設課長（渡部幸平君） ご質問にお答えいたします。新年度３００万円の予算計上

させていただいておりますが、制度変わりまして令和２年から積算方法の改正ですの

で、実は当分の間は利用者が増えるだとか、そういったことは想定しておりません。負

担割合の関係は、そのシーズンで除雪の費用がたくさんかかりますとその部分は割り返

しで、私道除雪分も上昇するというものでございます。そういった面から除雪費用が、

今から調整をするということが見込めないものですから、同額の３００万円ということ

で計上させていただいております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ３５ページ、雑入でありますけれども、二酸化炭素排出抑制対

策事業費補助金、デジタル基盤改革支援補助金、７４７万４０００円と３９４万１００

０円であります。雑入でこの補助金を見込んでいるというのはちょっとピンと来なかっ

たので、これは国庫及び道からの補助であれば、そちらに載るものかなと思うのですけ

れども、単純にこの補助元はどこなのかだけ聞いておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐々木武志君） ご質問にお答えをいたします。この補助なのですが、

出所は当然環境省でございます。普通であれば国庫補助金ということになるのですけれ

ども、実は地域再エネ導入策定委託に利用する環境省のメニューについては、一旦環境

省が間接事業者を募集しまして、そこを通じて補助金が交付されるという仕組みになる

ものですから、今回はこちらの方で予算化したという理由でございます。 
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○議長（波岡玄智君） よろしいですか。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第２２款町債の質疑を行います。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、各表の質疑を行います。 

第２章債務負担行為の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 次に、第３表地方債の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第１７号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第１７号を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３ 議案第１８号 令和４年度浜中町国民健康保険特別会計予算 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第３ 議案第１８号を議題とします。 

本案について提案理由説明を求めます。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 議案第１８号「令和４年度浜中町国民健康保険特別会計予算」に

ついて、提案の理由をご説明申し上げます。 

本会計の歳入歳出予算の総額は、１２億３７６５万５０００円と定め、前年度当初よ

り約０．６％、７０３万３０００円の減額となります。 
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歳出につきましては、診療報酬等給付費や国民健康保険事業費納付金、特定健康診査

の事業などの経費を計上しております。 

一方、歳入につきましては、国民健康保険税や北海道からの普通交付金や特別交付金、

一般会計からの繰入金などを計上しております。 

この度の予算につきましては、書面開催としました令和４年第 1回浜中町国民健康保

険運営協議会に諮問し、２月２１日付で答申をいただいているところです 

本町の保険税率等の改正につきましては、地方税法等の改正と財政状況を見極めなが

ら、所得が確定した後、６月定例会でご提案させていただきます。 

以上、提案の理由をご説明いたしましたが、詳細につきましては、町民課長より説明

させますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） （議案第１８号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第１８号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 国保会計全般にわたってちょっと最初に聞きたいのですけれど

も、６月補正で税率等決まるので詳しくは聞きませんけれども、まず、制度改正は今年

度行われる予定でしょうか。限度額の設定だとか、軽減割合の中身の部分です。それを

お聞きしておきたいと思います。 

それから歳出の１７ページの北海道から示される国民健康保険事業費納付金が４億

８０２万３０００円ということで、前年度より９０２万７０００円減っているというこ

とで、減った部分、これは医療分と後期分と介護分に分かれて示されているのであれば、

お知らせをいただきたいと思います。 

それから１９ページの特定健康診査等に要する経費の委託料であります。これは検診

等委託料でありますが、委託料総額で１６４万２０００円の増ということで、検診等委

託料では７１万円、特定健診の方では９３２万円に増えているわけですけれども、この

増えた理由について、今年度の特定健診、がん検診が無料となったということで、受診

者が増えるのではないかということを見込んでの増なのか。そうあってほしいのです

が、その部分と当然無料になったことによっての歳入で、去年雑入で５５万円各種検診

等個人負担金というのは１２０人分を見ていたわけですけども、今年度はなくなったと
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いうことは、受けやすい環境できたことは大変喜ばしいわけですので、その辺の見方で

すけれども、そういうことで考えていてよろしいのかどうか。お聞きしておきたいと思

います。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） ただいまの質問にお答えします。まず、制度改正の部分で

お答えいたします。現在、制度改正で予定されておりますのが、賦課限度額の改正が予

定されております。現在、基礎部分６３万円が２万円引き上げで６５万円。後期高齢者

支援金分が１９万円から１万円引き上げられて２０万円。介護納付金賦課限度額は１７

万円と変わらずということで、今のところ賦課限度額が、現在の９９万円から１０２万

円に増額の予定となっております。 

次に１７ページ、国民健康保険事業費納付金が、９２０万円程度昨年よりも下がって

おりますが、これは単純に道の方で試算して決定通知が届いているのですが、当然医療

費も若干下がっているというのも加味されて、今回４億８０２万３０００円という通知

に基づいて計上させていただいていますのでご理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（金澤剛君） １９ページ、委託料の検診等委託料のご質問にお答え申

し上げます。昨年度より予算増ということでございますけれども、こちらにつきまして

は、詳細な検診の単価は変わってないのですけれども、そもそもの基本料金といいます

か、そちらの方が大幅に４年度単価が上昇しております。議員おっしゃっていたとおり、

新年度から４年度から検診等の個人の負担はいただかないということで予算措置させ

ていただいております。受診率がいくらかでも上がったことによって健康寿命が伸びれ

ば歳入は減りますけれども、別な意味で財政的にも、それから町民の健康的にもメリッ

トがあるのではないかという判断で予算編成させていただきました。ただし、人数につ

きましては、伸びてほしいという希望あるのですけれども、３年度予算もこの３月の定

例会で減額補正しているということがありますので、こちらについて人数を多く見ると

いうことはしていない状況でございます。ただ、当然予想以上に伸びれば、その時は予

算措置のご相談させていただくことになろうかと思いますけれども、実際に伸びていた

だきたいなと。また、去年も今年も２年度も３年度もですけれども、コロナ禍で受診率

が伸びていないというのもありますので、逆にいきますと、特定健診受診勧奨事業委託

料というのが逆に増えてしまうという形でご理解いただきたいと思います。 
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○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 制度改正については、限度額の部分しかないということで捉え

ていいのですね。軽減の部分の７割５割２割の部分の中身はないということで押さえて

おきたいと思います。 

それと１７ページの国民健康保険事業費納付金については、北海道が道内の医療費を

推計して保険給付費に充てるための財源を各町村に通知するということですから、具体

的には医療分だとか後期分だとか介護分というふうに分けて通知されているわけでは

ないということで理解していいですか。そういうことであればそれで理解をいたしま

す。 

それと１９ページの検診等委託料については、基本検診部分が大幅にアップしたとい

うことも一つの要因だということで、あとは前向きに受診者が増えてくれればいいとい

うことも含めてあるということですね。それでちょっと聞いておきたいのは、今、申し

込みを盛んに取っていると思うのですけれども、もし今の実態としてどの程度というの

は分かるのであれば、分からなければ結構です。お知らせいただきたい。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） １７ページの国保健康保険事業費納付金は、道から示され

ている数字は保険税算定と同じように、医療分、それと後期高齢者支援金分、それと介

護分ということで、３つの数字について決定通知が来ておりまして、それの合計で計上

させていただいております。下がっている理由としては、医療費が下がったりしている

ので。金額は医療分で２億８１６８万２０００円、後期分で８６１１万１０００円、介

護納付金分で４０２３万円。これの合計が４億８０２万３０００円になります。以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（金澤剛君） 再質問にお答え申し上げます。大変申し訳ございません。

ただいま現在進行形で盛んに毎日電話が掛かってきている状況でございます。集計でき

ていませんので、こちらについては後ほどといいますか、まだ時間を置いてから聞いて

いただいた方が逆によろしいのかなと思います。 

○議長（波岡玄智君） ２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） １点だけ、歳入の７ページ保険者努力支援分１１７９万８００

０円で８万４０００円の減であります。これについては先ほど説明あったとおり、医療
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費適正化努力分と理解しております。それで医療費適正化の中にジェネリックの普及率

というものがあろうかと思います。私もジェネリックに変えて処方してもらっているの

ですけれども、浜中町のジェネリックの普及率、薬によってはないものもございますの

で、普及率について若干でも伸びているのか。横ばいなのか。数字が分からない。数字

が増えているかどうかも分からないよね。保険証にジェネリック希望しますよというシ

ールのようなものがあろうかと思うのですけれども、要は口頭では言い出しにくいけれ

ども、保険証に貼ることによって調剤薬局でジェネリックにしますねということになろ

うかと思うのですけれども、その普及率等も含めて伸びているのか、横ばいなのか、説

明できればいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） ただいまの質問にお答えします。普及はちょっと押さえて

いないですが、一応ジェネリックの薬用促進事業で、もしジェネリック医薬品に切り替

えた場合、１００円以上薬代が安くなる方に今年度については４４名の方が該当しまし

ては、その方にジェネリック使うと１００円以上安くなりますという通知はしておりま

す。実際その４４名の中でジェネリックに切り替えていただいた方が１名おりまして、

金額については４万円程度という実績は持っております。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） これについては４４名中１名しか利用されないということで、

もう少し薬に対しても心配ないですよというようなことも、広報等でもたまに載ってい

ます。でも広報を見ない方もいらっしゃいますので、そういう案内なり通知をされる際

に、薬の安全性等のパンフレットなるものを添えて案内差し上げて、折角この保険料の

負担も変わるけれども、本人の負担も変わるわけですから、是非進むよう取り組んでい

ただきたいと思いますけれども、それに向けてのお考えを伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） お答えいたします。当然今ジェネリック医薬品は、ジェネ

リックではない医薬品に比べても差異はないと思っております。当然広報等にも載せて

おりますが、医療費通知を送る場合ですとか、納付書を送る場合もパンフレット等の導

入はできると思っておりますので、できればそういうことに取り組んでいきたいと思っ

ています。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第１８号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第１８号を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第１９号 令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第４ 議案第１９号を議題とします。 

本案について提案理由説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第１９号「令和４年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算」

について、提案の理由をご説明申し上げます。 

本会計の歳入歳出予算の総額は、７８５６万３０００円と定め、前年度当初より０．

６％、４６万７０００円の減額となります。 

歳出につきましては、北海道後期高齢者医療広域連合への負担金や事務に必要とされ

る経費などを計上しております。 

 一方、歳入につきましては、後期高齢者医療保険料や一般会計からの繰入金などを計

上しております。 

以上、提案の理由をご説明いたしましたが、詳細につきましては、町民課長より説明

させますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） （議案第１９号 補足説明あるも省略） 
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○議長（波岡玄智君） これから議案第１９号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 特別会計については、７５歳以上が加入する制度で２カ年ごと

に保険料率が改定されるということであります。それで今までは令和２年度と令和３年

度分で保険料等が決まっていましたけれども、今度、令和４年度と令和５年度の保険料

という形になります。それで制度改正ですけれども、均等割、所得割、それから賦課限

度額軽減等について、変わると思うのですが、その率等についてお知らせいただきたい

と思います。その１点のみ。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） ただいまの質問にお答えします。議員おっしゃるとおり、

後期高齢者医療保険料は２年に一度改正になりまして、令和４年度が新たに改正する年

となります。それで内訳を申し上げますと、均等割５万１８９２円、所得割は所得引く

４３万円掛ける１０．９８％、この２つの計算を足したものが１年間の保険料となりま

す。それで制度改正の件ですが、実際、条例の改正をするのは広域連合になりますが、

今予定されているところですと、賦課限度額現在６４万円ですが６６万円に改正される

予定となっております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第１９号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第１９号を採決します。 

お諮りします。 

本原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第５ 議案第２０号 令和４年度浜中町介護保険特別会計予算 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第５ 議案第２０号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第２０号「令和４年度浜中町介護保険特別会計予算」につい

て、提案の理由をご説明申し上げます。 

令和４年度浜中町介護保険特別会計予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ４億７６９８万円に定めようとするものであります。 

予算の内容につきましては、歳出１款総務費で介護保険推進に要する経費などで５８

８万６０００円、２款保険給付費は、居宅介護サービス等給付に要する経費１億４０３

０万８０００円、施設介護サービス給付に要する経費１億９５８０万４００００円など

で４億３７３１万４０００円、３款地域支援事業費では、介護予防・生活支援サービス

事業に要する経費１１５９万９０００円などで、３３２１万７０００円、４款基金費で

は、１万３０００円、５款諸支出金５万円、６款予備費で５０万円を計上しております。 

一方、歳入につきましては、１款介護保険料、第１号被保険者介護保険料１億４５万

９０００円、２款国庫支出金は、介護給付費負担金７４２８万６０００円、調整交付金

２１８６万５０００円などで、１億７８３万円、３款道支出金は、介護給付費負担金６

７８４万１０００円などで、７２９１万４０００円、４款財産収入では、利子及び配当

金で２千円、５款支払基金交付金では、介護給付費交付金及び地域支援事業交付金で１

億２１１６万７０００円、６款繰入金は、介護給付費繰入金、地域支援事業費繰入金、

その他繰入金及び低所得者保険料軽減繰入金で７４６０万２０００円を計上し、７款繰

越金及び８款諸収入は、科目設定であります。 

以上、提案の理由をご説明いたしましたが、詳細につきましては、福祉保健課長より

説明させますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（金澤剛君） （議案第２０号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第２０号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 
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２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ２点伺いたいと思います。まず、歳出４４ページの居宅介護住

宅改修に要する経費２８８万円。これは前年度同額の計上であります。先ほど実績見込

みということもありましたので、予防のための住宅改修ということで、それぞれ１８０

万円と１０８万円が計上されておりますけれども、３年度の実績が分かれば示していた

だきたいと思います。 

それと４８ページの特定入所者介護サービスに要する経費の２６７６万円で２６５

万２０００円の増の説明でありました。これは基本、住民税非課税世帯の方が殆どかな

と思うのですけれども、そういう世帯の方が入所した際の食費と住居費の負担を軽減す

るための措置であると思っております。それで、増額になっているということは、対象

者が増えたのかなと思っているのですけれども、１点、昨年８月でしたかここに対する

所得要件と当初の資産要件がそれぞれ引き下げられまして、今まで制度の対象だった方

が支援を受けられなくなるということが新聞報道でもございました。それで、本町に限

っては増額になっているということは、そういう世帯の方がいないのかなと思うのです

けれども、その辺のことも加えまして説明いただければと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（金澤剛君） ２点のご質問いただきました。申し訳ございません。現

時点での実績はすみません、後ほどお示しさせていただきたいと思います。 

もう１点目の方ですけれども、議員の見込みのとおりということでございます。対象

なかったということなのですけれども、その年度によってサービス費、介護報酬は増減

がありますけれども、新年度におきましては２６５万２０００円増で予算計上させてい

ただいております。ただ、これも足りなくなるのか、あるいは余るのか、年度内の動き

で変わってくるということでございますので、結果として前年度の実績ベースで見込み

計上せざるを得ないということで、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 最初のは実績が手元にないということで了解です。今回、安心

住まいる事業が大変使いやすい制度に改正されております。それで例えば、介護予防住

宅改修支援ということでおばあさんが歩くのが困難になってきたことで、手すりだと

か、バリアフリーにしたいなと考えているところが仮にあったとしたら、そこに対して

当然申請することによって対象となりますよね。ただ、それだけでは改修の事業費から
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見ますと、確かこれは限度額２０万円ということなのですよね。２０万円では到底バリ

アフリー等の改修は難しいものと思います。その場合にはこれと併用して安心住まいる

を使って、安心の住宅にしたいなという申請があった場合には、そちらの方も対象とで

きるのか。それとも二重の支援制度は対象とならないのか。安心住まいるにつきまして

は、町独自の事業でありますし、そこら辺はより使いやすく、より安全な住宅にという

ことを考えるのであれば、可能になるのかなと思いますけれども、その辺の考え方を伺

っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（金澤剛君） 大変失礼しました。実績の方から答弁させていただきま

す。介護と予防と両方ありますけれども、 

○議長（波岡玄智君） 課長。ちょっとお待ち下さい。 

本日の会議時間は議事の都合によってあらかじめ延長します。 

はい、どうぞ。 

○福祉保健課長（金澤剛君） 居宅介護住宅改修の方につきましては全９件。実際の改

修金額につきましては、９件で１０３万８２４０円。それに対して支給されている額で

すけれども９３万４４１６円という形になってございます。一方で予防につきまして

は、現時点で２件、改修金額につきましては２７万５６８０円。支給額につきましては

２４万８１１２円という形になってございます。いずれも改修金額については、１件当

たりの改修金額は２０万円未満ということでなってございます。私の方からは以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡部幸平君） ただいまの安心住まいるとあとは手すり・バリアフリー等

の制度と併用できないかというところのご質問かと思います。この事業それぞれに目的

というものが制度にはありますけれども、何と言いますか、そういったご意見いただき

まして、どちらも助成が受けられるようなものについて、福祉保健課長と相談して、そ

のような形で検討してまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第２０号の討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第２０号を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第２１号 令和４年度浜中診療所特別会計予算 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第６ 議案第２１号を議題とします。 

本案について提案理由説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第２１号「令和４年度浜中診療所特別会計予算について」、

提案の理由をご説明いたします。 

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７４９０万６００

０円に定め、前年度当初より２.７１％、７２６万５０００円の増となっております。 

予算の内容を申し上げますと歳出では、１款総務費、浜中診療所維持管理に要する経

費で、光熱水費等、維持管理経費１９８８万３０００円、浜中診療所運営に要する経費

で、医師、看護師等職員の人件費や派遣医師への医師謝金など診療所運営経費２億１８

０７万６０００円を計上、２款医業費では、医業に要する経費で、医薬材料費、臨床検

査委託料などで２００９万円、入院患者等寝具に要する経費で、消耗品費及び入院患者

寝具賃借料の１１１万６０００円、入院患者等給食に要する経費で、入院患者の給食に

要する経費３４９万２０００円を計上、３款公債費では、地方債償還元金１１８１万４

０００円、地方債償還利子２３万５０００円を計上しております。 

一方歳入につきましては、１款診療収入では入院収入で３８２７万円、外来収入４５

４８万２０００円、その他の診療収入３７８万３０００円で８７５３万５０００円を計

上、２款使用料及び手数料は、予防接種料などで１８４５万９０００円、３款繰入金は、
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収支の均衡を図るため、一般会計繰入金で１億５１１８万２０００円を計上、６款町債

は、過疎地域自立促進特別事業債で、派遣医師及び診療所施設改修工事実施設計に係る

経費に充当するもので、１７００万円を計上しております。 

 以上、提案の理由をご説明いたしましたが、詳細につきましては、浜中診療所事務

長より説明させますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（中山正教君） （議案第２１号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第２１号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

１１番中山議員。 

○１１番（中山眞一君） ７９ページ、使用料及び賃借料のレセプトコンピューター借

上料というのが１４３万９０００円、昨年も１０４万２０００円ありましたが、８０万

２０００円減額していますけれども、これもしかしたら電子カルテの導入の借上料かな

と思うのですが、ようやく電子カルテが診療所にも導入されるということでございます

けれども、電子カルテを導入するのにこんな安い料金で導入できるのか。当初は電子カ

ルテを入れるのは、相当お金が掛かるだろうと予測しておりましたが、これで間違いな

いのか。ちょっとその辺をお知らせください。もし、そういうことであれば、電子カル

テの導入ということは今さらながらですが、かなりのメリットもあるかと思いますが、

どういうメリットがあるのか、それも教えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（中山正教君） ７９ページ、レセプトコンピューター等の借上料１４

３万９０００円につきましてご説明申し上げます。議員今おっしゃられたとおり、これ

につきましては電子カルテの導入に係る経費になります。昨年１１月に契約をしたので

すが、地方自治法による長期継続契約によって５年間のリース契約となります。令和３

年度に２３万９８００円、２カ月分の２月分３月分の支払いが生じています。その後令

和４年から令和７年までの４年間は１４３万８８００円の支払いが生じます。最終年度

である令和８年度は、初めに令和３年度に２カ月分払っていますので、１０カ月分１１

９万９０００円。トータル的には、消費税込みで７１９万４０００円の金額となってお

ります。 

続きまして、電子カルテを導入したことによるメリットでございます。今まで紙カル
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テであったことから、受付時に患者のカルテを探すのにとても時間を要しておりまし

た。そこが電子カルテシステムにより、手間が省けて診察までの待ち時間が短くなりま

す。利用者にとっても受付から診察までスムーズになること、また医師が入力した薬剤

処方せんの情報は、ダイレクトに請求業務のシステムの方にレセプトのシステムの方に

反映されるので、こちらも待合時間の短縮に繋がると考えております。さらに申し上げ

ますと、火災や津波などが起こった際に、患者カルテ情報は診療所ではなくて、遠方に

あるサーバーというところに保管管理されますので、患者のデータを失わないなどとい

ったメリットがございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○１１番（中山眞一君） ようやくということでもって、患者の人に対しても待ち時間

の減少があるということですので期待しているところでもございます。実は診療所にお

いて、マイナンバーカードに保険証がもう既に取り込まれているものがあるように聞い

ておりますけれども、もし、保険証がマイナンバーカードに取り組まれているとするな

らば、読み取り機というのですか、そういうものが必要ではないかと思うのですが、そ

の辺も診療所としては用意してあるのか。それの費用というのはどのくらいかかったの

か、それも教えていただきたいなと思います。なお、マイナンバーカードに保険証が入

れられるということに対して、意外とまだ知らない人もたくさんいるように思いますけ

れども、この辺につきましての周知はどのようにされるつもりなのか教えていただきた

いと思います。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（中山正教君） まず、マイナンバーカードによる受付の関係ですが、

昨年も恐らくこの時期に中山議員の方から質問されたことであったと思います。こちら

につきましては、電子カルテシステムの導入と同時にマイナンバーの読み取り機械の方

を国の方に申請を行いました。システムの導入に関しては、国の方から支給される形と

なりまして、そこは費用がかからず無償で受け取っております。それで、実際に電子カ

ルテの方が今年の１月末に納品されました。そこから徐々に徐々にシステムを動かして

いきまして、３月に入ってからマイナンバーカードを認識するカードリーダーと電子カ

ルテシステムを繋いで、今システム会社と職員の方で試験運用をしているような形とな

っています。こちらも４月からは通常の利用ができるように準備を整えております。こ

ちらの方は患者さんにとっては、保険証を持参する必要がないというメリットはもちろ
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んのこと、転職して保険証が変わったり、住所が変わったりした際も、その情報がマイ

ナンバーカードに反映されておりますので、保険証としてずっと持ち歩くことができる

といったメリットがあります。医療機関にとっては、マイナンバーカードから患者保険

情報が得られて、その情報が電子カルテシステムに直接連動されますので、スムーズな

受付業務ができると考えております。普及促進の方につきましては、診療所の方も３月

の下旬ぐらいに４月からマイナンバーカードの保健証の認証を始めますということで、

通知を出そうと考えております。診療所の方はそういった対応しようかなと考えており

ました。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（山平歳樹君） 議員おっしゃるのは、マイナンバーカードのＰＲが足りな

いのではないかということでございますが、当然広報等でも通知しておりますし、最近

はテレビ等のＣＭでも盛んにやっておりますので、それなりのＰＲにはなっているかな

と考えているところです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） １番川村議員。 

○１番（川村義春君） １点だけお聞きをしておきます。７３ページの浜中診療所維持

管理に要する経費の委託料でございますが、施設改修工事実施設計委託料２２０万円の

増については財源的には過疎債を使うということで、同じく２２０万円で一般財源の持

ち出しはないということのようですけれども、この委託料の内容を聞いたことがあるよ

うな気がしますが、失念しましたので教えてください。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（中山正教君） ７３ページの委託料、施設改修工事実施設計委託料に

つきまして概要を説明させていただきたいと思います。平成２５年、福岡県福岡市の有

床診療所で死者１０名、負傷者５名という人的被害を伴う火災が発生いたしました。こ

れにより平成２６年、消防法が改正され、病院や有床診療所などにスプリンクラーの設

置が義務付けられました。有床診療所については、病床数が４以上の場合は設置しなけ

ればならず、病床数が３以下の場合であっても面積要件などによって設置する義務が定

められております。浜中診療所は病床数が１９あることからこの対象になりまして、こ

の要件期日が令和７年６月までにスプリンクラーの設備を設置しなければならないと

されております。現計画としましては、令和４年度に実施設計を行いまして、令和５年

度に工事を行う計画でおります。以上でございます。 
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○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから、議案第２１号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２１号を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

 審議時間がだいぶ超過いたしまして、残るところ日程７、８、９ということでござい

ますけれども、更にまたこれから説明等ございますので、だいぶ延長になる見込みであ

ります。 

したがいまして、諸般の都合によりまして、お諮りしたいと思います。 

お諮りします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

本日はこれで延会します。 

（延会 午後 ５時２２分） 

 


